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Ⅰ.貨幣轟属の再検討

1.蹄属の規準に封する問題

Hindukush山脈南麓のParaw豆n地方からK豆bulを経てGhazn王地方にいたる南北二百数十

キロの地域はインドと中央アジアをむすぶ中間地鮎に位置 している｡一大遊牧国家エフタル

が 6世紀中葉に勢力を失墜 したのち,交通路の遷移に従 ってK豆pi畠iを根接とし,Khing豆1を

始祖 とする土着の王朝が興起 した｡7世紀後半 になると政標はK豆pl畠iの南彊 K豆bulを根按

とするTtirkのKJabulShah王朝に移 り,南方に位置するZabulistan(現GhaznLl地方) の支

配者 と深い関係をもちっっ,9世紀にBrahmanismを奉 じた王朝にかわるまで存績 した｡時
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はあたかもArab-Muslimの北上する時代に嘗り,これらの政権はかれ らとの抗撃を僚儀な

くされたが,インドと中央アジアと撃方から動く遠距離貿易を背景に係数, ヒンドゥ-教を

護持 し,その遮速は20世紀初頭から考古学の封象となっているo Lか しこの地域の6-9世

紀に封する歴史理解は従来必ずしも一様ではなかったOまた遁迩遺物に封する漏年は,支配

者たちに封するさまざまな歴史理解およびかれらが寄行 した貨幣の蹄属に封する異見におお

きく左右される｡本論はこういった支配者たちの系統を冒頭のようにみなお して理解 し,そ

の貨幣の解雇に指針を輿えようとするものである｡

貨幣の替行者 (支配者)を同定 して歴史に封磨させる手磨きの規準は嘗該の歴史をどう捉

えるかである｡歴史の認識が異なれば貨幣の塵展や動 向 も巣 な る｡ RobertG8blの

DohumenteZurGeぶChichtederIraZiischenHu花花e7iinBa如rienu7%dITidien(Wiesbaden,

1967)はHindukush南麓地方の貨幣資料を逐一収集 して3世紀から8世紀にわたる支配者に

わりつけ,貨幣蓉行の歴史をはじめて明らかにした｡GE5blの貨幣衆成と分類はあまりにも膨

大かつ詳細にわたり,飴人の追随を許さぬごとく襲える｡しかし筆者が従前検討を重ねてき

た6世紀から8世紀に至るfiindukush南北に桶する歴史はG6blが貨幣分類の規準においた

歴史とは根底から異なっている(1㌔特にエフタルとその後に関するfiindukush南麓の歴史に

ついてはいまやおおさな改訂を要する｡本論の主旨はこの改訂に沿った支配者の動向にした

がって貨幣の蹄属を再検討するものである｡

改訂の要鮎はGeschichtederlranischenHunnenという書名にあらわれている｡ 7世紀終

末から9世紀前年におけるK瓦bul河流域およびZabulist豆nの歴史の立役者はG6blのいう

iTanischeHllnnen,つまりいわゆるエフタルではなく,す くなくとも突厳であり,iran系

Hunに開聯 した従来の思い込みにG6blがとらわれていることであるO エフタルの動向に関

しては従来以下のように考えられていた｡すなわちェフタルは5世紀後半にHindukushの北

鹿であるTokharist瓦nから山脈を越えて南方へ進出 してKapi畠i,kabul,Z的ulist豆nなどア

フガニスタン東部を手中におさめ,そこを足掛かりにインド亜大陸北西部に侵入 し,中部イ

ンドをも席捲,さらにKashmirを占接 し,6世紀後牛に山脈の北麓の主要勢力が西実験の造

出によって分解 したのちも,南麓全域にわたってエフタル後衛は割接 し,歴史の舞壷の三役

であったと｡

エフタルがZ豆btilist豆nを占擾 したとする根接は寮はそれほどしっかりしたものではない｡

エフタルのある種の貨幣にSahijauvla,Sahijabulaなどと謹みうるBr盈hmi 銘がある｡

Humbach(1966,56-57)やGabl(1967)はjauvla,jabulaを別にjavukha,javiikha,jaiikha,

(1) 富該地域の歴史の再構成に関しては以下にのべているO桑山正進1981,1982A,1982B,1983,1985,

1989,1990A,1990B;Sh.Kuwayama1975,1976A,1976B,1987,1988,1991A,1991B,1992A,

1992Bo
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javuvlaと謹み,エフタル貨幣のBactira語銘ALXONANO鞄ANOZAOBL [0]のZAOB

L[0]がjavukha等に相苦し,はじめェフタルの種族名であったjauvlaやjabulaが地名に

蒋北したと解した｡したがってエフタルはZabulに存在したと｡しかし貨幣碑銘にみえる支

配者の構窮としてShahiの後に地名が附されるのは異例であり,この語をすぐさま地名とみ

ることには無理がある.また従来の見解では ｢khalajとkanjinaのTiirkはエフタルの残樺だ｣

とするa1-Khw豆rizmi の記事をとりあげる(Mafatihal-'ul盃m,ed.G.vanVloten,1968,119-

120.Clauson&Bosworth1965,2-12)｡すなわちこれを10世紀ころのZ豆bulist豆n南部に

khalajがいるとするイスラーム地理書の記述に結び (Bosworth& Doerfer1977),10世紀

以前からZ豆bulistanにエフタルがいたとするのである｡この主旨に治ったRahman,A.(19

79,42)は,本稿の主題のひとつであるK豆bulの突蕨の起源をもこのkhalajに求め, この突

願はトルコ語を話すエフタルであるとする｡すなわち6世紀中葉に遊牧国家エフタルが

Tokh豆rist豆nにおいて分解した後もなお,エフタルの後商はHindukush南部において勢力を

もっていたということになる｡しかし ｢Khalajのテユルクはエフタルの残樺だ｣ という場

令,相斐穣 (1991)が Mar6th,M.(1980)を引いて正しく疑問を呈するように, これはK

halajとェフタルとが民族上直接関係があることをのべたものとは必ずしも断定できないは

ずである｡いまかりにエフタルが非Ttirkであったと侶定した場合,北西インドへ進出した

エフタルがすべてエフタル種族であったとみるならば,それはむしろ不思議なことであり,

エフタルが突厭の一派を組み込んでいたとみる方がより自然であろう｡またェフタルと名づ

けられた民族がTtirkであった可能性も考慮しなければなるまい｡いずれにせよ,『大唐西域
記』はK豆pi喜iとZ豆bulist豆nどの閲にあるK豆bul地方の王を突厭種としているのに,隣接す

るK豆pi畠iやZ豆bulist豆nの王は突廠であるといわない｡一万,8世紀の 『往五天竺囲侍』は

これらの地域の支配者を突廟と明言している｡『大唐西域記』においてエフタルに言及する

箇所はHimat豆1a園 (Tokh豆rist豆n)とTakka園 (Panj豆b)であり, しかもそれらはみな昔

時の現状について言うのではなく,前代のことか,あるいは侍説として語っている｡賓際に

突厭を見た玄英と慧超とが,｢突蕨｣をエフタルと混同することは考えられないであろう｡
軌 こ山田明爾 (1963,1989)がインドにおける異民族エフタルと7-ナを戟然と匠別する必

要を論じ,エフタルは北西地方,フ-ナは中インドにあらわれ,両者の動向を一系一連の事

件とみることを排除しているように,いまかりにZ豆bulist豆nにエフタルがいたとしても,

Z豆bulist豆nから北西インドへ東進して中インド一帯を占接した政治勢力は空前絶後である｡

古来遊牧勢力がHindukush南北を動く場合みなその動き方は類同していたはずであり,エフ

タルだけに限ってこのような特段の動向を設定するのは不自然である.Z豆bulist豆nにおける

エフタルなるものの存在は疑わしい｡
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2.雷該地域の歴史に封する理解

既に筆者が別稿で明らかにしたェフタ}t,の動向をここで繰り返す必要があろう(桑山 1985,

109-209:19908,第2,3,5垂)｡前代のKid豆raKu写真naと軌を一にしてエフタルは,Tokh盃p-

ist豆nからHindukushの東巽,つまりHindukush山脈とKarakorum LIJ艦との開のみを経

由して5世紀70年代にKashmirを除くインド亜大陸北西地方 (Gandh豆raからPanjabの一

部Jhelum過まで)に進出し,そこで6世紀中葉まで覇権をとなえた｡ しかしHindukushの

西巽を経てK豆pi畠i-K豆buトZabulist豆nに入り,北西インドへ向かった謹接はない｡6世紀50

年代に西笑顔の進出によってエフタル勢力がTokh豆rist豆nで霧鰭花すると北西インドのエフ

タルとの聯格も切れ,そのために北西インドのエフタルも急速に無力化する｡ こののち,

Gand旭raからK豆pi畠iに至るK豆bul河流域を東方のG豆rldharaではなく西方のK豆pi畠i地

方に重鮎をおきつつ,Khingalを始租とするKapi畠iの王朝がとりしきることとなるo この

王朝をKhingal(馨肇)朝とよぶ0

-万Tokharist瓦nではエフタルののち西突蕨系Tもrkが有力な支配者となった｡かれら

は1-3世紀のKu等豆naや5-6世紀のエフタルとは異なって,北西インドには侵入せず,

Tokh豆Tist豆nにとどまった｡本論でのべるHindukush南麓の7-9世紀における支配者

K盈bulSh豆hは突頗であるが,K豆bulSh亘hはTokh豆rist豆nの突廉が南進したものではないO

かれらがHindukush南麓に侵入したことを述べる讃壕は皆無だからであるOただしKapi畠i

とは親和関係にあったらしい｡Tokharistanの突廠首長の坦度投が玄英を K豆pi畠iを越えて

インドまで護送せんとする意志をもっていたことが 『大唐大慈恩寺三蔵法師樽』活園の儀に

みえているからであるく2)｡すなわち従来Tokh豆rist豆nに凍った遊牧絢家の常習をこの実験は

破ったのであるoKu!豆na,Kid象ra-Kus豆na,エフタルという具合にTok旭rist象nの遊牧緒家

がHindukush東窯経由で北西インドに侵入してそこを支配するといった,Hindukush山鹿

の南北をめぐる支配形態はこの突蕨の動向によって-愛 したのであるo突庚以前のほぼ600

年間に自ってHindukush東翼経由でインドを中央アジアと聯結し,Gandh豆raを中心とする

地域の繁栄をまねき,この繁栄がGandhara係数を支持したが,それがいま岐路にさしかかっ

たわけである｡発蕨はインドへ向かわずにTok櫨rist盈nに留まったままであったから,それ

までの交通路であったHinduktiSh東窯路とそのターミナル Gand櫨raは凄絶せざるをえな

いOそういった案廉の存在によりHind11kush西巽路を通 じて親和関係をもったとおもわれ

(2) 『大唐大慈厳守三蔵法師侍』食2I,吏活図0印葉護可汗長子但度設設者雷名也所属之地O-眼圧設

又病O開法師後高畠来O-囲請日o弟子兄姉言明O凝少停息｡若差O自選師到婆羅門囲｡
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るK豆pigiがかわって歴史の舞毒に登場 したのである(3)｡

Hindukushをまたぐこの重大な歴史の奨化によって繁栄することになったK豆pigiのあり

さまは,まず 『績高僧侍』巻2の閣那嶋多侍 (大正50,433b-434C)と達摩笈多侍 (大正50,

434C-435C)に､そうして 『階書』巻83漕囲侍および 『大店西域記』巻1迦畢試園の候にみえ

る｡『大唐西域記』に記述された迦畢試園はアフガニスタン東部,Charikar東方にあるBegr豆m

道連を中心とする限定された範囲であるが,支配地域は西はこのBegr豆m一帯の地域,東 は

膏のGandharaでインダス河西岸まで,東南はGandh豆raの南,いまのパキスタンのBannu

地方におよび(4),南はK豆bul地方,Hindukush山腹に蓉する諸水がみな東流 してインダスに

至るほぼ全部の地域であった｡王族は 『大唐西域記』によるとkgatryaであり,『障害』によ

ると姓を昭武,名を順達とする王がいたことになっているが,唐が安西都督府を設置 したと

きの情報によると王統の始租は馨撃 (*Khingal)であった(5)｡この王統には653年に登位 し,

658年にも在位していた馬堀支 (♯ghargharci>*ghar-i16i)なる人物がいたことがわかってい

る (『析府元亀』外臣部朝貢3,永徴4年の候,および 『膏唐書』巻198,『居合要』巷99,『唐

書』巻221上の腐賓園侍)｡K豆pi畠iではその南蛮のKhairKhanaにおいて606年と629年 との

閲のある時鮎で,畠un豆神を奉 じた在来の集園とS正ryaを奉 じた新来の集圏とがその場所 を

あらそった結果,前者は追い出されてZ豆bulist豆n南責の山東に移動 し,後者はあらたにKh

airKh豆naを援鮎にするという事件があった｡Z豆bulist豆nに移動 した一波はおそらく 『大層

(3) なぜTiirkがインド方面に進出しなかったかという疑問に封する解答は本論から外れるが,それは

かれらとクシャーンやエフタルとの出身地が異っていることに原因が求められるのではないか｡Tiirkは

遠くAltalに覆して天山北麓のIll流域の牧草地からSoghd北方に勢力を伸張したが,555年にエフタル

を討ち,558年にはすでにTokharlSt豆nに入っている｡そこでは弱髄化したエフタルと地域を分かって共

存し,Hlndukushを南進することはなかった｡この事寅を重税すると,そこからHlndukushを越えて

インドに侵入したクシャーンやエフタルはそのような遠方から移動してきた遊牧民ではなかったのではあ

るまいか｡すなわちクシャーンとェフタルをTokh豆rist豆nにおいて自生した遊牧民と償定する｡この傾

定はすくなくともクシャーンに関する出自問題,大月氏か大夏かという問題に締結し,クシャーンが大夏

出身であることを支持する｡

(4)Bannu地方がKhingal朝の支配下にあった讃接としては,『大唐大慈恩寺三蔵法師博』巻5に玄

英がK豆pi畠i園の東境である烏鐸迦漢茶城からK豆pi畠i王とともに藍波園 (Laghman),伐刺警固,阿薄

健固,漕矩確固とまわったらしいこと,『大唐西域記』金11に伐刺挙国が迦畢試園に役属しているとあるこ

とを掲げる｡

(5) 『惰書』奄83の漕園がK豆pi畠iであることは桑山1982B,1981,1990B(第3章)に述べた｡『障害』

が漕国王を昭式服達とするのは,すくなくとも現行の 『障害』が ｢漕｣をソグドの ｢曹｣と混同している

ことに原因があるようにおもえる｡一方,敦煙本,石山寺本,中尊寺本 『大唐西域記』は王族を ｢剃利｣

秤 (クシャトリヤ)ではなく,ソグドを意味する｢奉利｣種としている｡これを採れば ｢昭武｣姓とする

『障害』と整合するかにみえる｡しかしHindukushの南なるK豆pig王にAm正河のさらに北なるソグド出

身の王というものは考えがたい｡私は ｢クシャトリア｣を正とする｡
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西域記』漕矩穂絢の支配者となったであろう｡新来の-浜はK豆buiに居つき,イスラ-ム資

料ではK豆buiSh象hとよばれ,渡文資料においては ｢突蕨｣と栴せられる07世紀58年代,

Arab-Muslim 軍がZ豆bulist豆n経由K豆bulにあらわれたとき, その封鷹にせまられた

Kapi畠i-Khingal王朝-この時鮎の王は局轍文であろう-は南藤のK豆bulで攻防を繰り返す

ことになった｡K豆bulの支配者はKapi畠i-Khingal王朝の傘下にあった突厳であり,竣防の

経過のなかで前線 K瓦bulの重要性は次第におおきくなり,K瓦pi喜iを凌駕することなる｡7

世紀後学両者の地位は逆帝,7世紀終末には既にKhingal朝を纂零し,鮎iSahiなるBarha

T曙inを姶観とする突巌王朝を開いた｡BarhaTeginにはすくなくとも2子あり,後産蕃寧

いに勝った弟は第2代となり,最初Qarada己iTegin(葛羅達文特勤),のちTeginKhorasan

Sh瓦h(烏散特動感)の栴淡を持った｡破れた兄はKandah豆r方面に逃走してArab-Muslim寄

に投下したが,のち猟立し,第2,第3代と王位は継承され,Arab-Muslim の北進をK瓦bul

Shahと協同して戦うことになる｡イスラーム資料にRTBYLとしてあらわれる連中である0

-万のK豆blユiShahは第3代は｢(東)ロ-マ皇帝｣(梯希廃案-FTOm Kesaro)の精嚢を持

つ五 第4代は鮎三S弘iKhi畠g盈la (勃[嶺]準)で,王朝は9世紀前半のLagat云Tmanのと

きBrahmanのwazirであったKallar(LailiyaShahi)によって纂奪され,あらたにHindu

Shah朝がはじまるまで存綬した｡

3.分類基準と貨幣の聯属

本論の6世紀から9世紀にいたる歴史の大筋は以上のとおりであり,これに塞き,Khingai

朝と実験朝との支配者の系統とかれらの寄行した貨幣を同定する｡王朝と時代とがおおう貨

幣は,G8bl(1967)の貨幣番戟 (Emission,略 してE.)E.198からE.270, その分類では

EmissionsschemaNrAとNr-5の一部である (本論文圏版Ⅰ-Ⅷ)｡本論中のE.198などの番嚢

づけはG6blに従ったOこれらの貨幣を代表する諸型式を本論では [G6bl1967]から探って

囲版 ⅠからⅧまでにあらわした｡HinduSh豆h朝の貨幣についてはMacI〕owall,D.(1964,

189-224)の優れた検討 によって確立しているのでふれない｡

はじめに本論の結果である分類の大筋を示しておくO支配者とその系列は王が被る海自の

王冠が表徴する｡これによれば貨幣に王像が招かれているとき貨幣を系統立てる基準は貨幣

上の王冠型式ということになる｡王冠を特徴づける冠の主要な構成要素に基いて以下の4群

が成立する｡

第 1群 牛頭冠系貨幣 :年頭をっけた冠を被る王像の貨幣｡

第2群 三叉戟冠系貨幣 :三叉戟の戟身を頂上につけた冠を被る王像の貨幣0

第3群 狼冠系貨幣 :狼頭を頂上につけた冠を被る王像の貨幣O

第4群 蛇冠系貨幣 :絡ませた二匹の蛇を頂上につけた冠を被る王像の貨幣O
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この4群のはかに,

第5群 S豆S豆nあるいはArab-S豆S豆n式貨幣をそっくり襲った貨幣がある｡ したがって王

像はS豆S豆n貨幣の王像であり,王冠は分類基準とならない｡ただし銘文の猿自性により第3

群と密接な関係をもつ｡

この分類に従うと各群に年代のわくを組むことができる｡第1群牛頭冠系貨幣には銘文の

退化によって群のうちの遅い時期に属するとおもわれる貨幣が存在する｡それらの貨幣には

KawatI世,Husrav I世,OhrmazdⅣ世,WarhranⅥ世,HusravⅡ世のS豆S豆n貨幣形

式を襲ったものがある｡ このうち前四着の襲用は多いが,HusravⅡ世のものでは第11年

(602),第26年(615/616),27年(616/617),36年(626/627),37年(627/628)挙行の貨幣に

みられる要素をおそったものだけがある｡摸倣のもとになったS豆S豆n朝貨幣の型式は第2群

以下に較べて多様である｡すなわち第2群三叉戟冠系貨幣ではHusrayⅡ世貨幣の形式をお

そったものだけが存在し,第3群狼冠系貨幣ではS豆S豆n朝の後のArab-S豆S豆n貨幣 (651-702,

後述参照)の出現をまってはじめ打刻が可能な貨幣だけが存在する｡第4群貨幣の形制は第

1群貨幣を前提にしているので第 1群と年代上亜行か,遅れたものである｡すなわち第4群

を除くとそれぞれの群はS豆S豆n貨幣の形制を模倣した擬S豆S豆n貨幣を含んでいることになる｡

擬S豆S豆n貨幣のもとになったS豆S豆n貨幣にはそれぞれの群によって年代のずれが認められる｡

このずれが各群に年代の大枠をあたえるのである｡この粗い枠組をもとにSas豆n朝の東方で

S豆S豆n貨幣を手本にしうる年代の幅を考慮し,各群におおまかな絶封年代を輿える.

第1群 6世紀以後で,HusravII世貨幣の摸倣が一般化する以前｡

第2群 7世紀はじめの四牛世紀 (HusravⅡ世)以後｡

第3群 7世紀後牛以後｡

後述する本論の支配者系列とその年代とにこれを割り附けると,ひととおりの結論が生じ

る｡

(1)第1群牛頭冠系貨幣

基本的にK豆pi畠iのKhingal朝の貨幣であり,550年代から7世紀60年代までである｡王冠

の所在そのほかによってⅠ-Ⅵの6型式があり,これらを通じて(A)NpkiMLK-豆,(B)Nspk

MLD-sh,(C)pkiMKといった銘文がみとめられ,この銘型式3種は(A)から順に年代の前

後関係をあらわしている｡

(2)第2群三叉戟冠系貨幣

王冠の型式によりⅠとⅡの2型式を認める｡第Ⅰ型式には上記(A)(B)2式の銘があり,

Khingal朝下にとどまっていた時代のBarhaTegin挙行の貨幣｡BarhaTeginとは,606-629

年のある時期にK豆bul地方にあらわれた突厭支配者｡第ⅠⅠ型式は銘文は1種で,BarhaTegin

がKhingal朝を纂奪してK豆bulSh豆h I世となったとき最初に蓉行した貨幣のひとっである｡
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年代は666年 [t.a.q.〕から680年と683年との閉まで｡

(3)第3群狼冠系貨幣

纂奪によってK豆bulに王朝を開いたK豆bulSh豆h朝の貨幣である｡K豆bulShah I世

BarhaTeginはこれをもって独自の貨幣を豪行oKabulShahⅡ世は烏散特動感([t.a.q.]

728-[t.p.q.]738)の栴観を探るや,この系統の貨幣を潜行したo

(4)第4群蛇冠系貨幣

BarhaTeginの長子であるZ豆bulist豆nのRTBYL I世 ([七.a.q.〕683-686/687)の貨幣

であろうO

(5)第5群貨幣

K瓦bulShahII世が烏散特勅題 (Khor豆S豆nTeginShah)の稗躯を採る以前,葛羅達文特

勤 (Qarada6iTegin)であった時代 ([t.p.q.]683-[t.p.q.]728)の貨幣,およびK豆bul

Sh豆h正使梯幕腐婆From Kesaro([t.p.q.]738-[t.p.q.]745),K瓦bulShahⅣ世勃旬準

([七,p.q.]745)等の貨幣｡

K義pi喜三,K豆bul,Z豆bulist豆n地方の王朝とその支配者の交代,その貨幣の割 り附けに至っ

た詳細を以下に記述する｡

Ⅱ.6世紀におけるHindukush山艦南北の動静

5世紀末に Kid豆raを討滅 して北西インドに侵入したエフタルは,6世紀になると,東は

湯薬陀 (TashkuTghan),沙勧 (K豆shgar),朱居 (Yarkand)を役廃させてKhotanにおいて

柔然に接し,西はKaw豆tI世を塊魔王としてS豆S瓦nPersiaを牛耳り,北はSamarkandを

役属させてSoghdをわがものとし,また安息 (Margiana)を役属させ,さらに北,東の脅

威柔然とは婚姻を通 して親和関係を形成 し,商は牒羅 (Z豆bul?),北は勅勘 (Tiirk),東は干

闇 (Khot,an),西は波斯 (S豆S瓦n朝Persia)におよぶ40線園が朝貢をしてくるほどの勢力と

なったO北魂孝明希の図位としてTokh豆rist豆nの本接地にいるエフタル王を公式に訪問 した

のが宋雲であったこと,『洛陽伽藍記』食5によって夙に知られる.それは殖亀2年10月初め

(519年11月初旬末から中旬)のことであった｡さらに寒雲はGandh豆raの支配者 (ェフタル

のテギン)の幕庭へも図書を携えて正光元年4月中旬 (520年5月中旬)に訪れた｡『洛陽伽

藍記』によるとその間の路上の園は,波知 (Zebak), 到着紳亀2年11月初 (519年12月初旬

から中旬),姶禰 (Chitr豆D,到着紳亀2年11月中旬 (519年12月中旬か ら下旬),烏昆

(U弾y豆pa),到着紳亀2年12月初 (520年1月初旬)である｡到着月日により宋雲はこの脂

に進んだことがわかるO栄雲がTokh豆Tisも豆nのエフタルを訪れたのは11月初旬末から中旬で
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あるから,エフタル王に謁見した場所は冬営地である｡エフタルの冬替地がBaghl豆n-GhorLl

平野であることは別に論讃 した (KuWayama1991A,120f)｡ エフタルの冬営地か ら

Gandh豆raに赴 く宋雲の旅程の最初にみえる地方は ｢波知Zebak｣である｡すると宋雲は

Baghl豆n-Ghoriから直接南下 してHindukushをわたったのではなく, そこや ら東指 して

Hindukush東巽とKarakorumとの閲の地域を経,Gandharaに至ったということになる.栄

雲はB豆miy豆nやK豆pi自主などHindukush西巽や南麓, あるいはGandh豆raのす ぐ西隣の

Nagarah豆raを経由したのではなかった｡冬替地Baghl豆 n-Ghor王平野はHindukush北麓にき

わめて近接している｡Surkh豆b河にそって遡上し,分水嶺Shibar峠をこえ,Ghorband流域

にはいってK豆pi畠iに出るか,あるいはSurkh豆bからAndar豆bを遡上 し,Khawak峠をこえ

て,Panjshir流域をくだってK豆pi畠王に出れば,Gandh豆raへはより容易かっ近道であったは

ずである｡それを採 らずにBaghlan-Ghoriから冬季のHindukushを縦断して Zebakに至り,

そこからHindukushを出てChitr豆1経由Swatに出たのである｡不自然な大廻 りではないか｡

しかしこの経路こそエフタルの支配地域を知るうえできわめて重大である｡

『洛陽伽藍記』によるとTokh豆rist豆nのエフタル王は ｢大塊の使人を見て再拝 して脆づい

て詔書を受け｣,北魂の特使を受け入れた01であり,北魂と敵封 していないのであるから,

エフタルは宋雲を護迭したであろう｡玄英の場合も多くの園園において時の大勢力の護送を

受けているoGandh豆raのエフタルと本接地Tokh豆rist豆nのエフタルとは嘗然強い聯携のう

ちにあったはずであるから,宋雲が本接地からGandharaのエフタルに赴 く場合,エフタル

治下の地方を護透されたと考えるのは自然であろう｡つまり宋雲の行程はエフタルの領域内

である｡事薫エフタルがHindukush乗艦路を臣従させていた讃接は 『親書』西域侍における

嘗該地域の各囲侍 (朱居,渇磐陀,鉢和,姶摘,乾陀)にあきらかである｡ これに封 して

Hindukush山腹西部にかかわる地方は一切あらわれない｡宋雲は懇意としてこの路をっかわ

なかったのではなく,西部の園園がェフタル治下にはなかったのである｡とくにB豆miy豆n

は,8世紀にTokh豆rist豆nがすでにArab-Muslimのもとに入ってからも,｢至犯引囲｡此王

是胡｡不腐蝕園｡兵馬強多｡諸国不敢釆侵｣と慧超が侍えるように,なお他国の侵略を被っ

ていないのであり,そこは常に猿立していた｡B豆miy豆nをはじめ南麓のK豆pi畠王,Z豆bulist豆n,

Nagarah豆raはエフタル圏外にあった｡従来の見解は以上の観鮎を顧慮せず,エフタルは

Tokh豆rist豆nか.らHindukushの ｢南｣へ侵入したとし,その南方における統治地域を,東は

Kashmirを含めた北西インドから西はK豆pi畠iやZ豆bulist豆nまでをおおうものとみたのであ

る｡しかしその論接は既述の論鮎を含めてこれら同時代資料をまったく考慮 していない｡北

魂の使節である宋雲の行程を時にアジア西牛の大勢力であったエフタルの動向と切り離 して

考えることは,その同時代資料のいわんとするところを無税したものであろう (Kuwayama

1991A,109f.桑山 1990B,143f)｡
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『周書』巣域樽下ははやくとも553年ころ突蕨の木秤可汗が柔然の郡叔子を攻破した勢をもっ

て西方のエフタルを攻撃 したことを樽えている(830この事件は奇 しくも 『績高僧樽』巻3簡

都塵多侍に反映しているO それによるとGandh豆raを554年に出番 した併侭Jinaguptaの一行

は555年にTokharist瓦nのエフタル王庭に到着し,そこでグブタは ｢時難｣に遭遇 したとい

う｡この ｢時局の難難｣とは木杵可汗によるエフタル攻撃である｡一方 『親書』蛾蟻樽は正

光2年(521)12月の記事につなげて,柔然の壬阿那懐の従父兄婆羅門の姉妹三人がみなエフタ

ルに嫁していたことを述べている(7)O常時アジア北方に東西を分かった二大遊牧勢力,柔然

とェフタ]i,とが,婚姻緒係をもって協同していたのであり,突厳木秤可汗が柔然討減の返す

刀でエフタルをうったのは,この関係をたって柔然勢力を根本から殺ぐとともに,実験の勢

力を西方に及ぼす切っ掛けをっくることとなったのであるoTokh瓦rist豆nのエフタルはこの

栗厳の攻撃によってこのころから弱健化し,50年代後牛にはさらに突廉室鮎密の侵掠を蒙るo

S豆sanのHusravI世の娘婿であった室鮎密はHusravI世と協力してエフタルを西と北から

討ち,568年にはエフタル本接地を完全に領有する (Altheim 1969,265-266)0『周書』異域

櫓下噸唾圃樽が,｢魂の療希2年(553)と明喬の2年(558)にエフタルが朝貢してきたが,その

後突厳に破られ,部落は分散 し,職責をま遂に絶えた｣とのべ,また,『階書』西域樽悔恨侍が,

｢先時,固乳るO突款は適役の字詰なる人物にその域を強鎖させてしまった｣ とのべるのは,

まさに上の事態を讃している(8)｡実厳がェフタル本接地に侵入 してエフタルの勢力を分散さ

せてしまえば,これと聯同していた北西インドなるエフタルも無力になる｡

古来Tokh豆ristanに接ったKuS豆nもェフタルもまったく同じ侵入パターンで北西インドを

牛耳ったと考えられる｡長期にわたり似たような政治環境の下にあったうえ,地理上中央ア

ジアへの門口に位置したGandh豆raは豊綾な大地とともに遠距離貿畠によって富裕であり,

その経済を背景に宗教ではとくに傍数が隆盛したoLか し永年同 じ環境にあったGandh豆ra

もっいに埜貌をきたすことになった｡歴史の表面にあらわれた壁貌の原因はエフタルの退潮

であるが,Tokharist融1でエフタルにとって替わった突厳が従来の侵入バク-ンを破って北

西インドへ入って来なかったことに本富の原因がある｡楽厭が従来どおりGandharaに侵入

していれば,Tokh豆rまst豆nとGandh夜raとの政治,経済上のむすびっきに撃化はなかったは

ずであるoLかし実験のTokh象rist盈n侵入をま柔然を討滅せんとした突厳が柔然と婚姻純係を

基礎に聯繋していたエフタルをたたくことにあったのであり,Tokぬrist豆nPエフタル勢力

(6)貌廟帝2年(553)3月科羅(乙息記可汗)遵使戯馬五寓匹｡料羅死｡弟倹斤豆｡親木杵可汗｡-乃率兵

牽郡叔子滅之o叡予以美鈴座乗奔｡侯斤叉西破厭達｡

(7) 婆羅門尋興部衆謀叛投厳達O厭達三妻O麿婆羅門姉妹O

(8) 『周番』50県域博下,｢貌顧希2年明希2年故遇使束願｡後篤実願所破｡部落分散O職責途絶｣O『階
杏』83西域樽,｢先棒南風｡楽蕨遥遠設字詰棄簡其軌O
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を殺げば事足りた｡突厳には北西インドへ侵入する必然性がなかった｡このような突厳の動

向はHindukush南北の歴史においては空前の事態であり,歴史の断絶である｡この断絶によ

りTokharist豆nとGandh豆raとをながらくとりむすんでいたHindukush東翼の交通路 は不通

になり,Gandh豆raでは併教が経済上の支持を失い摩滅することになった(9)0HinduklユShの南

麓の歴史におけるGandharaの役割は遊牧園家のありようによって一撃 したのである｡

Tokh豆rist豆nにはいった突厭は初めはおそらく室鮎密の配下である ｢通設字詰｣が支配 し

た｡ついで統葉護可汗が西突蕨の大可汗として立ってIli河流域か らTashkentに及ぶ地方に

重鮎を移すと,その長男 ｢唄度設｣が派遣された｡統葉護可汗は628年夏ころに暗殺され, こ

れにからんで統葉護が牛耳っていたS豆S豆n朝の王KawatⅡ世 も暗殺 され, また唄度設 もそ

の息子 ｢特勤｣により暗殺された｡西突厭の分裂弱健化である｡玄英の蹄途643年頃に ｢特勤｣

は ｢親貨適薬護｣と栴 していた｡親貨避葉護はHindukush南麓地方のKapi畠iを侵略 Lはし

なかったが,親和関係をもったので,Hindukush西巽の横断路は南北をっなぐ要路 となり,

K豆pi畠iやB豆miyanの活況を促 した｡一方従来のHindukush東部の交通路はGandh豆raの低

迷と運命を共にした｡

(9) これまではエフタルが5世紀末にGandharaへ侵入したとき積極的に ｢破併｣をおこなったとし,

『大唐西域記』のGandh豆raやU弾y叫aにあらわれた併教の低迷はこの時鮎の事件の結果であるといわ

れてきた｡しかしその ｢破併｣の時鮎と 『大唐西域記』の時鮎との閲に位置する 『洛陽伽藍記』巻5の宋

雲行歴記事は ｢破俳｣どころかますます盛況を呈する儒教事情を備えている｡山田龍城はかつて北賛一帽

の末法思想はエフタルによるGandh豆raの ｢破俳｣が直接反映しておこっ･たのであるとし,末法思想とェ

フタル破俳との閲に密接な関聯があることを唱導した｡この両者をとり結んだひとりの備僧として山田が

重要擬したのは,エフタルの渦中に生を受けたというNarendraya畠asである｡ しかしNarendraya畠as

の侍記をみると,かれが生国U弾iy叫aに居た時分の北西インドの併教は ｢破併｣どころか,宋雲時代以

来の平穏な状況を備えていることがわかる｡一方侍記によれば,Narendraya昌asは550年ころそこを出て

556年には北雫のみやこに到着している.賓は北西インドの襲貌の原因は,(1)突蕨がTokh豆rist豆nの

エフタル勢力をそぎ,その結果北西インドのエフタルとの聯絡が切れた,(2)しかも突蕨は北西インドへ

南進しなかったから,(3)Tokh豆rist豆nと北西インドを長らく結んでいた交通路は滑滅し,北西インド

の経済力がとみに低下したことである｡この聯繋を基にすると北西インドの併教をはじめとする変貌は,

どんなにはやく見積もっても突蕨の木杵可汗が最初にTokh豆riat豆nのエフタルを攻撃した553年であり,

突鹿がTokh豆ristanを賓際に占接した560年代に本格化したであろう｡北西インドの係数低迷はエフタル

の ｢侵入｣が原因ではなく,エフタルを分散させた突蕨が従来の遊牧族と異なって Tokh豆ristanにとど

まり,北西インドへ進出せず,そのために従来インドと中央アジアを結んできた交通路が遷移し,結果的

にGandh豆raが交通路上のターミナルとしての位置を失ったからである｡山田はNarendraya畠asの侍

記を全然検討せず,かれが漠辞した経典にみえる破価説話のみをとりあげ,エフタル破燐を肯定してしまっ

た｡一見うまくむすびつけたようにみえるだけのはなはだ皮相な見解である｡Kuwayama1991A,桑山

1990Aを参照されたい｡
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Ⅲ.6-7世紀におけるK豆bul河流域支配者の貨幣

1.Khingal王朝

Gandh豆raのエフタル分解後,K瓦pi畠iではKhingal朝が興起する(桑山 1990B,第2牽参照)8

K豆bul河流域の東西300キロの両端に夏都 (Kapi白iのBegr豆m) と冬都 (Gandh豆raの

Udabh叫dapura/Waihind)をもつ｡『大唐西域記』は ｢迦畢試｣とし,唐史は ｢厨賓｣とす

る地方であるo廃寮園は永徹元年(653)11月に朝貢し,後裾の王があらたに帥位したことを停

えた (『射府元亀』978外臣事朝貢3)(iO)Oっいで覇慶3年(658年)に唐は廃寮に膝鮮都督府を

置いたOその際の情報によると,｢(廃案の)王の始鍵は馨撃 (x[i]軸一頭r>*henger>

Khingal)であり,今王の易瀧支 (γarγart畠i6>*ghargharci>*ghar-i16i)に至るまで父子

(相績して)位を備えること十二代である｣と(ll)O廟賓はL6vi&Chavannes(1895,371ff.),

L6vi(1896,161-162),白鳥 (1970,33-102)のいうごとくKapi畠iであるから,馨車にはじま

るK豆pi孟iの王統は,653年には島機支が印位し,658年時鮎でもなお在位していたことになる｡

さらに龍朔元年(661)にKuchaに唐が安西都護府を置くと,府下16の都督府のうち健鮮都督

府が腐賓囲王都,すなわちK豆pi畠iの王都遥絃城にわりふられた(1㌔ この設置に際して磨賓園

の王名は提示されていないが,3年前の顛慶3年時鮎にその名をとどめた易掘文であったと

もいえ,そうでないともいえる｡ここでは襲撃王統は661年にも存緯していたとみておく｡

腐賓-迦畢試K泳pi畠iの王統がエフタルに腐するものとみる見解がある.唐史によると馨聾

はこの王朝の始祖である｡この名前をはじめてKhingalと復原したPetech,L.(1964,287-294.

1988,1871194)紘,エフタル貨幣のDevaS盈hiKhi癖 la,KashmiT王統史Raja孟ara廃i平喜の

Kh抜khila,イスラーム資料のKhinkhま日 あるいはKh擁ii)と各種各時代に同 じ名種が使わ

れていたことに注意し,これは個人名ではなく,北西インドで代々受け継がれた家名に相違

ないとする｡しかLRajataraTig癖 のStein英諸本第 1巻52頁の347頚には h̀is〔Gokarha'S]

SonNarendr蕊dityawhoborethesecondnameofKhihkhilaconsecratedshrinesto

Bhute畠vara‥='とあって (Stein1900,1,52),Narendr豆dityaの別名であることがはっきり

している｡Khif血hilaを個人の名前でないとする積極的なき由はなかろうO エフタル貨幣に

みえるKhi畠gilaも,同列の王名T6Tam豆naやMihirakulaなどの名がェフタ]L/貨幣に知られ

(10) 十m一月｡是月曹囲廃寮国政嗣壬新豆O各遣使朝貢｡

(ll) 『薗唐書』198,『唐禽要』99は,｢細腰3年訪其園俗云｡王始組馨費｡至今高欄支父子博位巳十二代｡
真率改其城病後鮮都督府｣O『唐番』222下は,｢顧慶3年圃人糞樽O三治蔽日馨牽,至易電文樽十二世O以
其地雷婿鮮都督府｣｡

(12) 『磯唐書』198｢其年一顧慶3年一改基城馬借鮮都督府o龍朔初授業王修鮮等十一州渚軍事乗修鮮都

督｣O『唐音』43下 ｢修鮮都督府,以廃寮商議結城置O領州十‥‥｣など参照O
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る以上,家系名ではなく個人を指したものである｡廃寮のKhingalについてもそうである｡

658年に馨撃以来王朝は12代であるとするさきの記録 に従えば, 玄英往訪時 (629-

643年)の迦畢試王もまたこれと同一の王統に属していたことになる｡『大層西域記』奄1は

そのK豆pi畠i王が剃利種 (Ksatrya)であることを述べている｡刺利種はインド四姓のひとっ

であり,外来の遊牧族であるエフタルがこれに属するはずがない｡したがって馨車王統はエ

フタルではないのである｡エフタルの主勢力が分散したのちもなおHindukush山肱南方でそ

の一液が王なる支配者であったとする理解はすくなくとも私には承服Lがたい｡

唐史にさきだっK豆pi畠iの情報は 『隔書』西域侍の漕園である｡夙に論謹したことである｡

これはMarquart,J.&J.J.M.deGroot(1915,252f.)が考えたようなZ豆bulist豆nでは

なく,K豆pi畠iであり,Khingal朝の極 く初期のK豆pigiに関するまとまった記事である

(Kuwayama1976A,93-107.桑山 1990B,165-177)｡Marquartのように漕園をZabulist-an

として貨幣同定をおこなうと錯誤をまねく｡G6blがそうであるO漕国王の王冠は魚頑冠 (あ

るいは牛頭冠)であると現行の 『障害』は記しているが,これをZ豆bulistanのこととしたか

れの貨幣分類がきわめて複雑化 したのはMarquartの見解に依接したからである｡

一般にHindukushをめぐる地方における貨幣の表には王冠をっけた王の胸像を描きだして

いる｡『階書』漕園侍に漕園王の王冠を ｢国王戴金魚頭冠｣ と記すことは,K豆pi畠i最初期の

貨幣同定にとっておおきな鍵輪である｡『障害』を踏襲した 『析府元亀』巷960外臣部士風 2

にもこのように記されている｡また 『通典』金192連防典8にも漕園侍があり,『親書』『周書』

『障害』の西域侍を合探して編纂された 『北史』巻97西域博にもある｡撃方とも現行 『障害』

とほとんど同文である｡しかし王冠だけは ｢魚頭冠｣ではなく,｢牛頭冠｣である｡『北史』

『通典』の基づいた漕園侍資料は昔時の 『障害』漕囲侍であるから,その 『障害』は ｢牛頭冠｣

となっていたはずである｡『障害』のこの部分は 『通典』編纂以後,つまりはやくとも8世紀
中葉以後,現行の 『障害』のように変わってしまったことになろう.『北史』編纂時の 『障害』
が牛頭冠であったなら,629-630年に編纂された時鮎の 『隔書』も嘗然 ｢牛頭冠｣であったは

ずである｡そうすると ｢牛頭冠｣が Kapi畠i王の王冠であったことになる｡

『障害』西域侍を構成 した情報は晴代の中央アジア情報であり,そのよってきたるべき資

料は 『障害』西域博序にその名が挙がっている章節撰 『西蕃記』,602年ごろできた勅撰 (彦

環撰) 『大階西国博』(または 『大幅西域侍』,『大隠西域志』),606年前牛の袈矩撰 『西域固
記』,これ以後610年以前にできた彦掠撰 『天竺記』である(桑山 1983,173-177)｡『西蕃記』
は 『通典』に引用されたかぎりで残っていて,章節と杜行満は厨賓や王台城を訪れている(13)｡

撰者の自序しか残らない 『西域囲記』の基になった情報は606年前半に張液に来ていた西蕃

(13) 『惰書』西域侍序に,｢楊帝時遣侍御史章節司隷従事杜行端使於西蕃諸国｡至厨賓得鴫磯杯｡王舎城
得併経｡史園得十舞女師子皮火鼠毛而遠｡｣
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商人の情報であり (内田吟風1973.桑山1982B,1080-iO81),序には清圏がHindl血lSh山艦西

巽の横断路上の一国としてあらわれる｡『大階西隣樽』はDharmaguptaの情報をまとめたも

のであり (内田吟風1974,773-783),この西インドLa】a園出身僧 はエフタル分散後の580年

代にPanjabのTakka-de畠aからK瓦pi孟i,B豆miy豆n,Tokharist豆n,Wakhk旭nを通 って590年

に階の大興城に到着 している.このように 『障害』漕園侍の基づく資料は6世紀末か ら7世

紀はじめのK夜pi畠iに関する情報として信頼性が高 く,そこにK瓦pi孟i王の王冠が ｢牛頭を飾っ

た金製の冠｣とみえることも確賓な情報として受けとめることができる｡

『文献遜考』巻336以下の中央アジア諸国の記事をフランス語に謬 したR6mttsat,A.紘,そ

の廃寮国庫において ｢拷代には廃寮を酒盛と呼んだ｣こと,｢王は牛頭冠を裁 く｣ことを敗に

知っていた (R6musat1829,i,211)｡G6bl(1967,135)はせっかくR6musatを引用 しなが

ら検討せず,漕園をZ豆bulisはnとするMarquartを信 じてしまった｡ したがって牛頭冠をっ

けた王像を打刻する貨幣 もZ瓦bulist豆nのエフタルおよびその後商のものとしてしまったので

ある｡かれによると一部は460年以後6世紀中葉までZ豆bulにいたとするエフタルの,一部は

515年から7世紀までのK豆pi畠i-K盈buiのエフタルの後商のものであるという｡ さきにふれた

ようにjauvla,jlabula,janbuia,3abuvlahを地名 と断定 してZ豆bulにあて, エ フタルは

Z豆bulist盈nおよびK豆pi畠iをその支配下においたと考えたからである(14)0『機雷』 の漕園は精

代併行期の漕閲であるから,6世紀末から7世紀初めのK豆pi畠-1をさしているのであり,牛頭

冠なる王冠は到底エフタル王の王冠ではなく,それを被った王像を打刻 した貨幣 もェフタル

貨幣ではない｡これはK豆pi畠iのKhingai朝の王冠であり,貨幣である(15)｡

(14)deMorgan1923-1936,Ghirshman1948,Bornbaci1957,A4まもchner1975,Wink1990など

それぞれ見解の相異は若干あるものの,Marquart1901を襲うものであるO

(15) ェブタル貨幣と関連して注意すべき鮎があるO後述のように牛頭冠系貨幣にはS豆S豆n貨幣を模倣し

たものとそうでないものとがあるが,後者にはエフタル貨幣にみえる構成要素があるOそれは貨幣の下部

に王像を下から受けるようにして描かれたふたっに分れる枝のような装飾である｡一般に,王朝があらた

に興って貨幣を打刻すると蓮,どのような貨幣を敵範にするかという鮎が考慮されねばならない｡牛頭冠

系貨幣のうちにS豆S盈n貨幣の型式を襲ったものがあるように,あるいはキダーラ-クシャ-ン朝の銀貨が

S豆S瓦n貨幣の形制をまねたように,近隣の有力勢力の有力な貨幣に範をもとめる場合がある｡いわゆる皇

朝十二鏡やソグド貨幣,あるいは突騎施鏡が唐鏡に範をとったのもその例である0-万,あらたに打刻し

ようとする三朝の地において前代までに蓉行されていた貨幣を租範とする場合もあるはずである｡この場

合貨幣の一部を襲用して打刻した貨幣は貨幣のみを観察しただけでは解得を正しい方向へ導くことにはな

らない場合がある｡牛頭冠系貨幣に前代のエフタル貨幣にあらわれた装飾があるからといって,この貨幣

の馨行者をェフタルの系統にあるものと断定することははやまった見方であるOもしそうであるならば,

S豆S盈n型式を襲用した貨幣の尊行者はS豆S豆n王統の系列にあるといわねばならないからであるO
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2.K豆pl畠i-Khingal朝の貨幣

牛頭を冠の頂上あるいは正面に飾った貨幣がある｡それを ｢牛頭冠｣貨幣とよぶ｡順序は

逆であるが,まず最初に王像銘文ともに整正なおおくの牛頭冠貨幣以外の牛頭冠貨幣につい

て観察する｡冠などの細部要素も貨幣全髄の形態も整正な型式とは異なって粗雑簡便化 した

貨幣は,Gdblの貨幣番競E.262,263,264である (固版 III:ll-14)｡それらは書はS豆S豆n朝

の貨幣型式なくしては出現 しなかった貨幣である｡S豆S豆n貨幣のうちでも特に5種類の

Sasan貨幣が租範となっているoE.262,264は表裏両面 (表面とは貨幣撃用語のobverse,裏

面とはreverse)に軍圏を描き,表面の畢圏の外縁にそって三隅に三日月状の弧をっけ,三日

月状の弧のうえに一塁をおいたものであるoこの型式はKawatI世が第13年 (A.D.500)

から第19年 (A.D.506)にわたって蓉行し,またOhrmazdⅣ世 (A.D.5791590)が聾行 し

た貨幣に限って存在する型式である｡また E.263は畢圏外縁に三日月状の弧だけで星をおか

ない型式であり,HusravI世 (A.D.5311579)貨幣とWarhr豆nⅥ世 (A.D.590-591)貨幣

とにだけあらわれる型式である｡さらに,E.265,266 (囲版Ⅳ:1-3)では三日月状の弧+

星のかわりに蓉行者のマークらしいワイングラス風のマークをおいていて,S豆S豆n貨幣をも

ととすれば上記貨幣からさらに一段と饗形したものになっている｡

これら4種類のS豆S豆n貨幣の年代は,500-506,531-579,579-590,5901591年といった6世

紀に限定されるという特色があり,わけてもとびぬけて古い500年から506年にわたるKawat

I世貨幣を除くと6世紀後牛に集中し,Warhr豆nⅥ世を継いで登位 したHusravII世 (AD

590/591-628)の貨幣型式を襲用したものはほぼないといってよく,またそれ以後のS豆san

王の貨幣型式を襲用したものは存在しないのである｡E.262,264の手本となりうるS豆S豆n貨

幣2種のうち賓際に手本としたのがどちらであるかを決めることは難 しいが,E.263が一層

時代の降った貨幣を手本としていることを考えると,もっとも古いKaw豆tI世貨幣というよ

り,むしろOhrmazdⅣ世貨幣を手本としたと見るほうが自然であろう.Kaw豆tI世はPeroz

王の息子であり,Peroz時代にエフタルの質子となり,Perozの死後には最盛期のエフタルに

よって擁立された塊偏のS豆san王であり(16),エフタルともっとも繋がりの強い王であった｡

エフタル勢力が6世紀50年代に衰退してから歴史の舞壷に登場してK豆bul河流域に勃興 した

Khingal朝にIとってはKawatI世貨幣は一時代も前の貨幣であり,E.262,264がこれを租範

としたとみることは不自然であるとおもうからである｡いまこれを外すと残る手本は531

(16)Kaw豆tI世の貨幣のうちII-1型式 (512,515年寄行)の貨幣は駅西省耀麟寺坪の階仁毒4年 (604)

銘紳徳寺舎利塔 (考古1974年第2期参照),およびⅢ-2型式 (5201530費行)は77ホト城速から出土して

いて (考古1975第3期参照),極東へも6世紀末までには侍入していたことが知られる｡詳しくは桑山1982

C｡
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年から591年までの,6世紀の中葉から末までのSasan貨幣であるO この事蜜に擦るなら,

S豆S-an貨幣を摂倣した牛頭冠系貨幣の年代は6世紀中葉以後ということになるO

-方,E,266の裏面舞火壇守護者のU字形に施された髭は (囲版Ⅳ:3),Husrav正使貨幣

第11年(602)専行貨幣にのみあらわれるO またE.267-E,271(麟版肌 6-10)の表面型式は一見

したところ整正なタイプの牛頭冠系貨幣と直別しにくいのであるが,Pahlavi文字銘文が貨

幣表面では ｢'p｣ふたっ,裏面では ｢bg'｣とあって,前者は意味不明,また讐方ともに字髄

が退化している｡表面は王の頭部左右に ｢弧の上に星をおいた組み合わせ｣(｢星+弧｣ と略

栴)を封照におき,裏面はE.267(野坂Ⅱ:6)ではM豆rkhord鹿,i.268(囲版rg:7)とE.269

(国威泣:8)ではクシャーン貨幣にみるような王の立像であり,特異であって比較の封象を紋

くが,いずれもE.265,266(樹版Ⅳ:ト3)でみたワイングラス様のマークをあらわしてい

る｡表面の王像左右に ｢崖+弧｣を置くのはS瓦S豆nのHusravⅡ世第 26,27,36,37年,すな

わち615/616,616/617,625/626,626/627年に潜行されたS豆san貨幣においてのみ認め

られる｡したがってこれを基にすると,E.267からE.271までの年代は615-627年以後である｡

HusravⅡ世貨幣そのものを再利用したり,撹徹したりすることが,東方で公式かつ頻繁

になるのは,S象S豆n最後のYazdkartⅡ世の貨幣の場合と同じように,いわゆるATab-S豆S豆n

式貨幣においてである(17)aWalkerのArab-S豆S豆n貨幣5群分類のうち,われわれにかかわる

のはTabarist豆nやBukhar豆で Àbb瓦S朝時代に奇行されたものを除いたもの,つまり費行

がみなUmaiya朝時代のもので,AH31年からAH83年までのもの,すなわち651年から702年

までのものである (Walker1941,Introduction,p.xxxvff.)0K豆bul地方ではこれをうけて

7世紀後学から8世紀,とくに8世紀になると後述のようにHusrav工世貨幣を襲用する貨

幣が多く出現する｡牛頭冠系貨幣における懲KtlSrau三世貨幣は ｢屋 +弧｣のようにHusrav

Ⅱ世貨幣の細部要素の一部を採用したも､のであり,S豆S豆n朝が終末をむかえる以前にS豆S豆n

貨幣の細部だけが必要であった時代のものであるO

これらの事賓を念頭におくと,S瓦S豆n貨幣を摸倣した牛頭冠系貨幣の下限はおおまかにみ

ても7世紀中葉であり,8世紀には入らないOさきの漢文資料に凍ると,Khingal朝の生成

は658年に在位した王から遡って12代前であり,ちょうどェフタルが滅亡する6世紀中頃の

ことであり,一方この三朝は661年にもなお存摸していたであろうO牛頭冠系の倣 S豆S豆n貨

幣の年代,つまり牛頭冠系貨幣のうちの退化型式の貨幣から導き出された年代は, 6世紀中

葉以後7世紀中葉である｡この年代観は渡文資料に接る王朝の年代と重なる｡

(17) S豆S豆n朝最後のYazdkart皿担貨幣後, Àbb蕊S朝のReformCoinage発行以弧 すなわち65ト

815年に,信用貨幣であったS瓦S豆n朝のHusravII世やYazdkartⅢ世の貨幣の刻蓋をそのまま使い,そ

こにさらにMuslまmの表徴であるBismiliahなどの語を後刻して,登行した貨幣がAr･ab-S瓦S豆n貨幣で

ある｡
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退化型式に興えられるこのような年代は,S豆S豆n貨幣の要素が入っていないきわめて多く

の真正の牛頭冠系貨幣に年代の粗いわく組みをあたえることができる｡その真正の牛頭冠系

貨幣とは囲版 ⅠのNos.1-8にみるように,表面に右向き(左右は観察者からみた左右｡以下

同じ)の王の胸像を描き,王冠は左右に羽ばたく烏翼,中央に右向きの牛頭,正面におおさ

な弧 (三日月),背後には冠帯を結び垂らす｡牛頭は冠の頂上にある場合と下がってきて弧

の上にのせたような場合とがある.正面の弧の上には囲盤あるいは星状のものをのせる場合

がある｡王像の右にはPahlavi銘文,左にはPahlavi文字1字を記 して,銘文はPahlavi一

種類である｡裏面には貨幣をさしわたすほどおおさな拝火壇,そしてその左右に長槍をもっ

守護者があり,銘文はない｡銘文のありかたを詳しく記すと以下のとおりである｡

G6blの讃みに擦れば,Pahlavi文字銘の表記に2種ある｡ひとっはNpkiMLK-a(E.198,

200,201,202,205｡囲版 Ⅰ:1-8),ひとつはNspkiMLD-sh(E.217,221,222.囲版Ⅰ:9-12,

固版Ⅱ:ト12)である｡NpkiMLKや NspkiMLDは貨幣の表面にある王像の右側に記され,

aと shとは王像の左側にあり,至極明瞭に雨字鰭は匝別できる｡G6blは後者NspkiMLD-

shが基本となる型式であるとし,NpkiはNspkiからSが滑えたもので,一層遅れた型式で

あるとする｡一方,Humbach(1966,Ⅰ,59)は a,shについては顧慮せずに前者をnpky

MLK'としてn豆faksh豆hと解精し,後者をnyckyMLDH,あるいはssfkyMLDHとして前

者から形が崩れたものとみている.G6bl,Humbachともに雨銘文に年代のずれがあること

を認めているが,どちらがさきであったかについては見方が異なっている｡

私の観察によれば,NspkiMLD銘にはnの責めないもの,書かれていないものが認めら

れる (囲版Ⅰ:E.217-1,217-5, 囲版Ⅱ:222/ト222-Ⅵ)｡またNspkiのspは-, ∝,-の

ように書かれるものがおおく,Sの字髄をはっきりと意識して書いたものかどうか怪しくなっ

ているものもある｡このことを考えるとNspkiMLD-sh銘はこの一群の貨幣において基本と

なったものとはいいがたい｡すなわちもっとも古い銘型式ではなく,NpkiMLK-aから退歩

した型式であろう｡それならばこの2種の銘の年代はどうであろうか｡これらの貨幣がおこ

なわれた地域は本論の表題にあるようなHindukush山脈以南の限定された地方であり,同時

代に両種の銘がおこなわれたとはいささか考えにくい｡銘型式の違いは年代の差として捉え

るべきであろう｡したがってNspkiMLD-shはNpkiMLK-aより遅れて出現した銘であり,

ひいてはこういった銘をもっ貨幣自身も後から出現したものと考えるのである｡

一方,NpkiMLK-a銘型式においてNとしがなく,pkiMK-aとなったもの (園版Ⅲ:1-5.

E.203,204)があり,あるいはさきにふれた猪特な裏面をもつ E.267-271のごときはそれ

すら讃みにくくなっている (国版Ⅲ:1-10)｡E.267-271の王像左側の字をG6blが ｢'p｣と讃

んだのは,それが ｢a｣であるのか,｢sh｣であるのかが既にはっきりしなくなっているため

である｡また貨幣裏面には神像のようなもの (E.268,269｡囲版Ⅲ:7-8),シンボル (E.271.
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国威Ⅲ:10),廠 (E.267.国威虹:6)などを表し,ほかの貨幣の裏面が芹火壇と守護者であ

るのとまったく異なっている｡これらのいわばpkiA,iK式銘の貨幣はみな重量がいちじるし

く小さい?またこれらに限って裏面にワイングラス風のマークが打刻されているという特徴

があるO字鰭の変化そのはかの鮎でこれらは (N)spkiMLI〕貨幣よりよりさらに遅れるもの

とみなければならない｡

したがっていま銘文の退化傾向を基に年頭冠系貨幣全髄を古い順にならべれば

(A)NpkiMLK-a銘貨幣

(B)NspkiMu)-sh銘貨幣

(C)pkiMK銘貨幣 (ワイングラス風マ-クが附く)

となる｡さきにみた冠のありさまとこの3種の銘文との組み合わせによって第 1群である年

頭冠系貨幣にはつぎの型式が設定できる｡

第 Ⅰ型式 冠の頂上に牛頭をおき,冠の前面に三日月状の弧を置くo銘文により型式はA

とBにわかれる｡貨幣例 :IAではE.198(囲版 Ⅰ:ト4),IBではE.222/トVl

(囲版Ⅱ:1-12)0

第工型式 冠の前面に牛東も三E3月もあって,牛頭は三E3月の内部にあるO 銘文により型

式はAとBにわかれる｡貨幣例 :ⅡAではE.200-203(園版Ⅰ:517;)(囲版Ⅱ:1

14),IIBではE.217,221(圃版エ:9-12)0

第Ⅲ型式 冠の頂上に牛頭をおき,三日月の弧の内には囲盤を置き,三日月の両端に小さ

い珠鮎を附ける｡銘文の型式はAのみ｡貨幣例 :E.2050

IA,IB,ⅡA,ⅡB,Ⅲの5群があることになる｡ⅠAはIBより古 く,ⅡAはHBより古

いO銘文の前後を垂虜すれば,IA,工A,Ⅱがもっとも古く,ついでIB,工BであるO 牛

頭の位置は年代と無関係ということになるO

ついで前に記しておいた倣S豆S豆n貨幣に関しても分類をしるせば以下のとおりである｡

第Ⅳ型式 牛頭が冠頂にあり,冠得に治って二つの弧を置き,そのうち前面にあたるとお

ぼしき弧の内部には星状のものを置く型式で,銘文型式はC,貨幣例はE.267-

270である (野坂Ⅱ:6-9)｡この型式では王像左右に弧と星を組み合わせたものを

おくOさ藩にのべたとおりこれはHusrav二世第26,27,36,37年饗行貨幣にのみ

あらわれるから,この貨幣の年代は615-627年以後である｡

第Ⅴ型式 牛頭が冠頂にあり,冠帯に滑って二つの弧をおく型式｡銘文型式はC,貨幣例

はE.265,266である (圃版IV:1-3)oE.265はHusravI世第5年(535)を上限とす

る｡E.266の裏面拝火壇侍者の嶺はIiusravⅡ世第11年(601)懇行貨幣にのみあらわ

れるから,この貨幣の年代は601年以後である｡

第VⅠ型式 牛頭が冠頂にあり,冠帯前面に遥C字形を置く型式で,銘文は不明｡貨幣例は
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E.262-264(囲版Ⅲ:ll-14)｡軍国の外に弧+星をおく型式は,HusravI世貨幣の

撰倣である｡裏面拝火壇の火の左右にそれぞれ弧と星とをおく型式は,Warhr豆n

Ⅵ世(590)とOhrmazdⅣ世(579-590)の貨幣の特徴であるから, この貨幣型式は

三者混合式であり,年代は580年代以後としかいえない｡

さて,『大唐西域記』迦畢試園のArulJa山というHindu敦にかかわる山獄は,K豆bul市の

北部にあるKhairKhana道連である (桑山1982B.Kuwayama1976A)｡この比定の根接は,

『大唐西域記』迦畢試園の候にある阿路狭山侍説に注目してそこにふたっの異なった宗教集

圏の葛藤を讃んだことにある｡道連の層位からあい重なる上下雨神殿が認められている｡上

層神殿はSGrya神をまつった 『大唐西域記』のArupa山であり,下層神殿は 『晴書』漕園侍

にみえる ｢順(gun豆)天神をまっる葱嶺山｣である｡下層神殿はいまでも内壁に厚い上塗 り

が残るほどで,肥 られた神像はすでに存在しないけれども,一時にどこかへ移った状況を示

している｡上層神殿は下層神殿を壊さずにその平屋根にあたる高さまで埋め立ててあらたな

床を造成 して神殿を建設 したものであり,画像としてはSGryaの坐像そのはかが出土 してい

る｡上下繭神殿の平面,立面,建材,建築技法にはおおきな相異がある｡同一宗教集園が下

層神殿を使用停止 し,上層にあらたに神殿をっくったとは考えにくい｡繭神殿は別個の宗教

集圏に腐する｡新来のSdrya紳護持者たちが葛乗KhairKh豆naにいた自una紳護持者たちを

606年と629年とのある時鮎で追い探って占接し,新来者は葛の神殿を埋め立てた上にあらた

に神殿を建てたという解樺である｡『大唐西域記』迦畢試園のArupa山の侍説には白una神が

Ar叩a山神に容れられなかったため漕矩確固南界の白unasira山に移動 したとあり,同書漕矩

叱園の候にはそれがあさらかにされている｡Sもryaをいただく宗教集園とgun豆神をいただ

く宗教集圏の抗雫の結果,Sdrya紳護持者たちはKhairKh豆naに根接をもっことになり,そ

こをArurla山となづけ,白una紳護持集園はZ豆bulistan南界のgun豆sira山に根接地を移 した

のである｡Z豆bulistanの白un豆神像は初期イスラーム史料にZunないしZurとして言及する

巨像であり,7世紀後半 Sist豆nの太守IbnSamurahはZaminD豆war地方に進出し,この神

殿にたてこもる敵を囲み,Baladhuriによれば (Murgotten1924[Rep.1969],Part2,144),

眼にルビーを骸めていた金の偶像を探潤 してその地を制堅したと記すなど,Sun豆-Zun/Zur

神と支配者が不帥不離にかかわっていたことを讃みとることができる｡『大唐西域記』漕矩

叱園の候には,

いまの王はとみに信心深く,代々あとをうけてすぐれた頑をおこすことにつとめ,明敏で学問を

好む｡アショーカ王が建てたストゥ-パは十飴所,非係数の神南は数十あり,非価教徒は[併教徒]

と入り雑じって住んでいるが,かぞえると外道の方が多く,きわめて盛んであり,白un豆天につか

えている｡白un豆天は昔K豆pigi園のArupa山からこの園の南界のgun豆sira山に移り住んだO威

厳をなし福徳をもたらし,暴れたり悪行をしたりする｡これを信じるものは願を成就し,あなどる

ものは災難を招く｡したがって速さも近善も仰ぎ奉り,上位のひとも下位のひとも恐れ崇める｡近
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隣の園臨,巣俗のひとたち,君臣百僚は,毎年のよき日に期せずして集まり,金銀奇賓をもちより,

羊馬劉藩を競って奉納し,みな誠の心をあらわす(1㌔

とO支配者の貞un豆信仰を物語っているOこのような富地の歴史状況に鑑みてこの宗教抗学

を支配者がらみであるとするならば,畠unさ摘申護持者たちはZ豆bulist瓦nにK豆pi自iから南渡 し,

白un豆をいただきつつ,そこを支配することになったと解搾できよう｡

『陪審』西域樽の漕園侍は,｢服天紳｣奉譜を語るとともに漕園の王が牛頭冠を被ることを

いうのはさきに記 したとおりであるoこの情報が蓑矩撰述にして606年になった 『西域簡記』

率の漕固事情を基にしたものであれば,その漕園事情は606年以前のことであり,貨幣白身

から導き出した牛頭冠系貨幣の年代を支持するoLたがって,牛頭冠系貨幣のうちでももっ

とも古層に魔する第 I,第Ⅱ型式のNpkiMIJK-a式銘貨幣,および第皿型式貨幣は,エフタ

ル後,550年代から隆盛 したKapi畠iのKhingal王朝のものということができる｡

次いであらわれたのは,第 Ⅰ,第n型式のNspkMLD-sh式銘貨幣であるOすなわちNspk

MLD壷 銘を持つ貨幣とさらにそれよりも銘の愛化がすすんだものである.ただしこのNspk

MLD-sh銘貨幣の轟展には南途があるoKhairKh豆naにおける抗学 (606年と629年の問のい

つか)以後のK豆pi畠i-Khingal朝の貨幣とみるか,あるいはこの事件をもってZ豆bulist豆nに

繭渡 した連中の悪幣とみるかである｡この連中とは 『大庸西域記』酒矩叱国王を措いては候

補がなかろう.新来のSGrya紳護持者をのちにのべるようにKTabulの突厭支配者であるとし,

その貨幣を ｢三叉戟冠系貨幣｣であるとすると (後述参照),三叉戟冠系貨幣にあらわれる細

部の諸要素は,NspkMLD-sh銘貨幣にもみられ,両群の貨幣は7世紀において亜存するこ

とになるからであるOもし清楚花園王のものとすると,抗撃後のKhingal朝の貨幣は何であっ

たかという問題が生 じるO牛頭冠系貨幣銘文NpklMLK-aの型式が抗学以後もなお尊行され

たとは考えがたい.なぜならば銘文NspkMLD-sh型式の貨幣はNpkiMLK-a型式よりおく

れて出現 したものだからである｡

以上の貨幣白身に封する観察とKapi喜i-K豆bul地方の歴史を基に牛頭冠系貨幣を以下のよ

うにわりつけるものであるO

(1) 第 Ⅰ,第Ⅱ,第BI型式のNpkiMLK-a式銘貨幣 (E.198,199,200-202O解版王:ト

7)はこの群中もっとも吉相に巌するから,『精舎』漕国王を含むK盃pi畠王のKhingal王朝の貨
幣である0第 Ⅰ,第11のどちらがふるいかはわからない(19)0

(18) 今王浮信,果菜承紋O務輿勝藤o敏而好学O無憂王研摩卒堵波十顔所O天寿司数十O異遷雑居O許多

外道｡其徒極盛O宗事機軸句反下同那天｡其天紳昔日迦畢試閲阿路狭山徒居此囲南界稗那咽羅山中O作成

作宿｡璃暴璃意｡信求者逐慮O軽蔑者招殊o故遠近宗櫛｡上下砥健｡都観実額君臣僚庶｡毎歳嘉辰不期而
愈O或資金銀杏賓｡或以羊馬馴畜｡競輿貢奉O倶申誠索O-

(19) (2)においては第Ⅱ型式の銘をNspkMLDとはっきり謹むことができ,第Ⅰ型式の銘はBpk

MLDとなっているので,あるいは芯がふるく,Ⅰがあたらしいものであるかもしれない｡
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(2)これに績く貨幣は第Ⅰ型式,第Ⅱ型式のNspkMLI〕-sh式銘貨幣であり,同じよう

な銘を意識しながらも銘の意味が不明瞭になった型式である｡これを606-629年の閲のある時

期以後にあてる｡すなわちZ豆bulist豆nに南渡したKhingal朝系王統の一波,漕矩叱国王蓉行

の貨幣である｡

(3)第Ⅳ型式以下の蹄属ははっきりしないが,これらは牛頭冠系貨幣のなかでもっとも

末期に属するものである｡

Ⅳ.K豆bulの突厭王朝とその血族

1.突蕨栴親の出現

『菌唐書』巻198,『通典』巷192連防8,『析府元亀』外臣部の記録,および悟空の行記であ

る 『大唐貞元新謬十地等粒記』(十力経序)によれば,唐朝が記録した腐賓園の朝貢は7世紀

においては619,637,640,647,648,651,653,654,658,670,671,692の各年,8世紀におい

ては710,719,720,738,745,746,748,750,758の各年である (桑山1990B,附録4,432-

437参照)｡開元7年(719)7月の記事として 『菌唐書』西域侍は,｢廃寮は俵を派遣 して来朝
し,天文経-爽,秘要方,蕃薬などを進奉してきためで,高宗は詔してその王を葛羅達支特

勤 (Qarada6iTegin)に研立した｣(20)と記すo『唐合要』巻99および 『太平宴芋記』巷182は

天文大経と秘方奇襲を献じた年を開元7年,筋立した年を開元8年とする｡一方,『新府元

亀』外臣部朝貢4は,開元8年の2月に天文経一策,秘要方,蕃薬等を進奉し,9月にはま

た腐賓園が善馬を戯上し,謝髄園 (ホzia-jiut>*zhayul>*zhawl>Z豆bul)も朝貢したとし,外

臣部封射2においては現地に特使を派遣 して葛羅達文特勤を廃案園王に,葛羅達文頴利蓉

(QaradaEieltabar)誓屈爾を謝髄国王に筋立したとしている｡まず開元7年7月か8年2月

に頗賓国王の天文経等の献上があり,このとき腐賓国王は葛羅達支特勤に鼎立され,さらに

開元8年9月に属賓国王と謝願国王とが朝貢した際,後者があらたに葛羅達文竃利蓉誓屈爾

に,前者は再び葛羅達支特勤として冊立されたのである｡719年は廃寮国王がTiirk系構窮葛

羅達支特勤 (QaradaEiTegin)の栴親をとった下限,720年は謝願国王が葛羅達支頴利饗

(Qarada6ieltabar)の栴髄をとった下限である｡Khingal朝の王はクシャトリヤであるから

突厭系でないのはいうまでもない｡そうすると,扇賓園において非突廉系Khingal王朝は突

厭系栴軟をもった王統へと壁化したことになる｡これ以前の厨賓国王には突厭系の稀境はみ

られない｡661年時鮎になお在位していたと考えられるK豆pi畠i国王局掘支は突廠系構戟をも

(20)遣使来朝｡進天文経-爽秘要方政蕃薬等物｡詔道筋其王薦葛羅達支特勤｡
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たず,719年になってそれはあらわれる｡このような栴嚢の撃化は661年と719年との間でおこっ

たことになるO

突厳系稀鰻の出現にはふたっの場合が考えられるO第--には突厳支配者からKhingal朝の

王に稀雛があたえられたこと,第二には突厳系王朝が非突飲系のKhingal朝にとってかわっ

たことである.第-の場合,輿える側の突厭支配者としてこの近隣で候補になるのは

Tokharist豆nの乗蕨,すなわち吐火羅葉護Tokh瓦raYabghuLかいないoLかし吐火羅葉護

がK豆pi孟三に射してこのような封臆をした謹濠は皆無である｡もっとも 『新府元亀』外臣部請

求によると,吐火羅菜護郡部霧利によって蔽遷され,藤龍元年(705)に宿衝に留められたまま

13年間長安にいた弟の僕羅の開元6年(718)の上表文に,吐火羅葉護は謝鶴,戯賓などのほか

の都督府の猶国王以下を刺史に至るまで管統しているとある(21)O安西都護府設置のときにと

りわけTokharistanに王名遠が派遣され,聖徳碑を立てさせたくらいであるから(22),Tokh豆r-

ist豆nとTokh豆raYabghuが唐に重税されてはいたであろうが,上表のとおりであるならば

月氏都督府設置綿係記事に吐火従業護の諸国菅続に補する記事が書かれていそうなものであ

るoLかし尊書は16の都督府が並列されているだけで,その上下関係は示されていない｡そ

うすると,上表の目的である席次向上を訴えた僕窪が,吐火羅葉護の勢力を必要以上におお

きく述べたとも考えられる｡吐火羅糞護がK豆pigi王に実厳構東を輿えた可能性はまずないの

である｡

賓は纂奪の結果扇賓の王統が一撃したのである.『斬府元亀』 は胸賓と謝観 (Z豆bulist豆n)
は景雲元年(710)に唐に朝責したとする摺)oまた『肩書』は｢謝髄園の中心部 (いまのGhazni

あたり)には突衆人もいれば,廃案や吐火羅種の人も入り交じって窪んで居るO厨賓はかれ

らのわかものを兵士に採り,大食 (Ara b-MtlSlim)に封して防衛している｡景雲年間の初め

に俵を派遣して朝貢してきたが,その後謝鹿は腐賓に臣従した｣という(24)0 ｢農雲の初め｣の

朝貢とは 『朋府元亀』の記事のことである0710年のころ願賓と謝鶴とは軍事上きわめて密接

な関係にあり,腰賓は謝願から兵力を集めてArab-Muslim軍に封威していたが,710年以後

のある時鮎で腐賓は謝鮎の上に立っことになった｡

(21) [開元6年]十一月丁未O阿史特動機羅上番茶日O僕薙兄吐火羅薬謹啓下管諸国王都督刺史練二百一

十二人｡

(22) 『通典』193に,｢吐火羅置州鱗使玉名遠進西域甑記｡邦子闇以西波斯以東十六図分置都督府及州八
十騎-官軍府百二十六oiiき於吐火羅園豆碑O以妃聖徳.秀雄之O｣

(23) 『新府元亀』970朝貢3は,｢十月謝願腐賓麟並遣使貢万物｣O
(24) 『唐書』221下謝馳囲侍｡｢国中有賀厳厨賓吐火羅種人雑居｡厨賓取其子弟持兵以禦大食O景雲初｡

遣使朝露O後遼臣廃寮｣O
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慧超の 『往五天竺囲侍』は726年時鮎の属賓謝髄事情を述べている(25)｡｢廃寮 と謝髄 との王

や軍はみな突厭で,謝親王は廃寮王の甥である｡甥ではあるが,厨賓王には属 していな

い｣(26)と｡つまり厨賓王と謝髄王は突厳であり,叔父甥の血族関係にあった｡ さきにあげた

唐史の記事とあわせてみると,710年以後に崩賓王はその甥である謝魔王を臣従させたが,

慧超がやってきたときにはこの主従関係がすでに破れていたことになる｡つまり726年以前

に謝願は眉賓から離れたのであろう｡

『資治通鑑』巷212は,開元12年(724)10月の謝馳王の通使入奏を記録 し(27),謝魔王の栴窮を

｢特勤｣としている｡謝親王は720年,開元 8年の 『析府元亀』外臣部封筋の記事では,葛達

羅支苛利蓉誓屈爾であり,葛達羅支特勤は廟賓王の栴親である｡特勤なる栴坂が謝魔王に附

いているのはおか しい｡おそらく724年以前に謝髄国王が腐賓国王の傘下か ら別れて,猿立

していたことを示唆する.腐賓と謝願とのこのような関係を考慮すると,710年に厨賓 と謝

願とが共に朝貢 した時,厨賓王は既に突厭であった可能性が高い｡

2.K豆bulの突蕨

厨賓王がすでに突蕨であったならば,この王統はいっ,どこで成立 したのか｡唐朝の記録

にあらわれる廃寮はK豆pi畠iであると従来いわれてきた｡そうすると成立の場はK豆pi自主,つ

まりKapi畠iの大都城はBegr豆mであるから,Begr豆mで王統がKhingal朝から突厭朝へと交

替 したことになる｡ しか し,Begr豆mにおける考古学の成果をみるとそうではなか ったこと

が判る｡Begr豆mには3時期の都市が上下に重なっている｡Ghirshmanが確認 した事賓であ

(25) この726年という年次を侍の記事からまず割り出しておく.慧超はGandh瓦ra,戯賓,謝鶴,犯引

(B豆miy豆n),吐火羅 (Tokh豆rist豆n)の順に進んで,唐の安西 (Kucha)に開元15年11月下旬 (727年12

月下旬)に到着し,Tokh豆rist豆nに滞在したのは冬であったと記しているから,安西到着時鮎から逆算す

るとその冬とはおそくとも726年末から727年初の冬である｡さらにそれ以前のGandh豆raで厨賓王に関す

る記述をしているO慧超によると,厨賓王は夏は厨賓,冬はGandh豆raに虚し,季節移動してK豆bul河流

域全能を支配した王である｡したがって慧超がGandharaの候で廃案王についてのべるのはそこに属賓王

がいたからであり,冬営地に王がいたことがわかる｡これは悟空がGandh豆raにいったときとおなじ状況

であった (天賓12載2月21日,すなわち753年3月17日にGandh豆raに到着)｡すなわち慧超は秋から春に

かけてGandh豆raに滞在した｡おそくとも725年秋から726年春までのある時鮎である｡そうすると,

Gandh豆raとTokh豆rist豆nとの閲の廟賓や謝願滞在はおそくとも726年春からからこの年いっぱいのある

時鮎ということになる｡なお桑山正進 (編)1992,4ff.参照｡

(26) 至健駄羅｡此王及兵馬惣是突蕨｡･- 其廃寮園｡此園土人是胡｡王及兵馬突蕨｡･･･又従此崩賓園

西行七日｡至謝髄園｡･･.土人是胡O王及兵馬即是突蕨｡其王即是腐賓王姪見｡自把部落兵馬｡住於此園｡

不属線図｡亦不屠阿叔｡

(27) 冬十月丁酉謝鶴王特勤遣使入奏｡稀｡去年五月金城公壬遣使詣箇失密園｡云欲走蹄汝｡箇失密王従

臣国王借兵｡共拒吐蕃｡王達臣入取進止｡上以篤然｡賜烏遣之｡
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る｡最初のⅠ期と工期とは断絶なく緯いているが,Er期は二親が終末を迎えてから相笛に永

い空白ののちにはじまり,しかもⅡ親の文化は建築の方向,その構造,用いられた日常の土

器型式に至るまで,工期やⅡ期とはまったく異なった様相を星している｡この事寮を尊鋸に

よってえたGhirshmanはこの層位関係を歴史に反映させるとき,Ⅱ期とⅡ期の閲の永い空自

を考慮しなかった.Ⅱ期は大クシャーン時代であり,nl期はそれにつづくKidaraKus豆na

時代と考えている｡そうしてⅢ斯 (Begr瓦mの終末期)は,エフタルが5世紀末に侵入した

とき住民がここを放棄して終末をむかえたとしている (Ghirshman1946,1948)｡エフタJL/

が5世紀末にHind_ukush山奴を北からこえて支配をのばしたことは確かであるが,それはそ

の前のKid豆raKu!象naがしたようにHindukush山艦の乗艦から北西インド地方へ支配をひ

ろげたのであり,Begr豆mを含むK瓦pi畠i地方に及んではいない｡この地方にエフタルの存在

をいうGhirshmanは貰っていないo

Begr豆m Ⅱ期はKapi畠iの隆盛期であり,6世紀後牛から7世紀末8世紀初頭に相雷するO

論叢は別に詳しく述べたので (Kuwayama1975,57-78◆Kuwayama1992A,79-120.桑山

1989,21-55),芯期終末に関する要鮎だけを攻に記すo

Begr豆m Ⅱ期末には四隅に望楼をっけた防御目的の憩い建築が都市の内と外に建ち,また

市門周遠に多 くの家屋があふれ,市壁が意味をもたなくなった｡ この望楼の坤では

GhirshmanがⅡ期様式の土器である囲圏押印紋土器の出土を認めている｡この土器はK豆pi畠i,

K豆bul,Ghazniにいたるまで廉い磯がりを示しているが,Kapi畠iよりし酉にあるFondukist豆n

では出土していないoFondukist豆nはGhorband流域にある係数の小寺院漆で,ストゥーパ

を中心にして円周を泥煉瓦積みの外壁で淘い,ストゥ-パに向いた壁には数個の壁轟がある｡

轟Eでは安置した王族夫妻像の丈高の憂慮の下に骨壷を埋約していた｡癌骨器の中に689年

尊行の銀貨があったo Lたがって689年以後にこの寺は完成したのである｡上限689年の

Fondukistan寺院に園圏押印紋土器がないこと,そしてBegr毘m Ⅱ期末の望棲建築にこの土

器が若干存在することとから,Begr豆mの最上層であるXl期の終末は7世紀末か8世紀もご

くはじめである｡Ghirshmanが観察したように破壊や火災をもって終末をむかえた讃接は賓

際にないし,蒋壁を無意味にした住居や望楼の存在からもB曙丁豆mは急激な終末をむかえた

のではなかった｡7世紀末から8世紀はじめに漸次に寒村化していったのであるO上に述べ

た漢文資料をふりかえれば,崩寮の突厳はとりわけ8世紀には強力な支配者として廃寮の歴

史に登場する07世紀末から8世紀にかけて寒村化しつつあったBegramがそのような突願

の舞義であったはずがない｡

廃寮における突蕨の饗展はBegram以外の地,すなわちBegr瓦mの南約70キロにある

K豆buiである｡『大唐西域記』食12によれば,K豆pi畠i園と漕矩確固 (唐史の謝鹿,Z豆bulist豆n)

とは地理上南北関係にあり,その間に弟受持薩僕那園が存在するO『大唐西域記』巷12および
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『大唐大慈恩寺三蔵法師侍』巻5は,弗実情薩償那園の位置を漕矩托固(Z豆bul)より北に500

飴里と記すが,迦畢試園との距離関係を言わず,｢弗栗侍薩償那園から北東へ,山川をわた

り,K豆pi畠i園の連蓮のまちやむらおよそ数十所を経過して,Hindukush山脈のKhawak峠に

至る｣(28)とあるのみである｡ このことは弗乗侍薩償郡がKapi畠Ll-Ghazni間にあるものの,

Ghazn王よりはるかに遠く,K瓦pi畠iにより近接していることを示すものであろう.ちなみに

K豆pi畠i-Begr豆mとK豆bulとの距離は約70キロ,K豆bulとGhazniとの距離は約150キロである｡

弗栗侍薩償那の園域は東西2000飴里,南北1000飴里｡東西はB豆miy豆nと等しく,南北はその

3倍を超え,また周囲4000飴里のK豆pi畠王地方とは比較すべからざる康大な地域であることを

指示している｡これらの諸鮎を考慮すると,K豆pi畠王とZ豆bulとの閲に位置する弗実情薩償郡

とは,その原書の如何にかかわらず(29),中心はK豆bul,西南はWardak,東はKota1-e

Latabandに及ぶ虞大な地域である｡

弗栗侍薩償那に関する 『大唐西域記』の記事の全文は ｢東西二千飴里｡南北千飴里｡歯大

都城競護芯郡｡周二十飴里｡土宜風俗｡同漕矩確固｡語言有異｡気序寒勤｡人性旗烈｡王突

厭種也｡深信三軍｡同学遵徳｡｣である｡注目すべき事賓は国王が ｢突蕨｣だというところで

ある｡『大唐西域記』に突厭支配者があらわれるのはTokh豆ristan以北である｡木杵可汗の

Tokh豆rist豆n-エフタル攻撃以来,突厭は徐々にTokh豆rist豆nに勢力を伸張したが,そこから

さらにHindukush山脈を南進 した讃接 はない｡ したがって弗栗侍薩償那の突厳 は

Tokharist豆nの突厭とは-鷹別であり,Hindukush山脈以南のこの地方に既に7世紀20年代

に存在したTiirkという鮎で特筆すべきである｡しかし『大唐西域記』は弗栗侍薩償那の北

のK豆pi畠王と南のZ豆bulist豆nについてはおおきい紙幅を割いているのに,弗実情薩償那は至っ

てそっけない.K豆pi畠iやZ豆bulist豆nとは比較にならぬ紙数である｡また 『大唐大慈恩寺三蔵

法師侍』巻5では,インダスの北岸の烏鐸迦漠茶 (Udabh亘り4apura)から藍波 (現Laghman)

に迦畢試王とともに進んだ玄英が七十五日の無遮大施ののち伐刺撃 (現Bannu),阿薄健

(現Parachinar?),漕矩唯とまわって,｢併栗氏薩償那｣に至り,これより東に出て迦畢試に

至ったと記すのみである(30)｡このことは,玄英が往路629年,昇格643年に訪れたときの弗栗

(28)従此固 (弗栗侍薩償那囲)東北｡梅山砂川｡越迦畢試国連城小邑凡数十所｡至大雪山婆羅犀那大嶺｡

(29)原音については以下の4案がある｡(1)vridjisth豆na(?):Julien1858,II,190,(2)Par如sth豆na,

orVardasth豆na(?)･.Beal1888,285,(3)Watters1904-5は諸説を引くのみ,(4)Vardasthana･.de

Saint-Martin1858,in[Julien1858,251ff],(5)Urdhasth豆na:Cunningham 1871,28｡なお水谷

寅成1971,372-373を参照のこと｡

(30) 法師輿迦畢試王相随西北行一月飴｡至藍攻囲境｡- 自此復正南十五日｡往伐刺警固｡産聖速｡又

西北往阿薄健園｡又西北往漕矩托園｡又北行五百飴里至備棄民薩償那園｡従此乗出至迦畢試国境｡
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侍薩願郡が,突厳の王を戴くもののいまだ政治上さして重要ではなく,K豆pま畠iの大勢力の下

にあったことを示唆している｡

3,慧超僧の阿邪とBiran王のBarhaTegin

この推測を裏附けるのは726年ころの情報ではあるが 『往五天竺閲樽』にみえる腐蜜の楽

版王の出自である｡『往五天竺閲停』には ｢この園 (Gandhara)はもとは原資王 (非発願の

K豆pi畠王王)が支配していたので,[いまの]莱厳重の父親は軍と-部落とを領有して腐賓王

に投下していた｡しかし後に楽廉の軍が強くなると腐賓王を殺して自分が国主になったO｣

とみえる(31)｡問題はこの ｢阿部｣,すなわち ｢父｣が誰かという-鮎であるO藤田豊八 (1931,

36b)は ｢此の樽の阿耶は殆ど即ち巴爾喰 (Barha)なり｡….何を以て巴爾吟を稀 して阿

邪と鵠せしかを知らずO細も翁誤有らん｡但し事賓は則ち符す｡｣とし,Barhaを質すつもり

が誤って阿耶となってしまったと考えているoBarhaとは下に記すようにBir屯niが11世紀に

記録した,k戻bulShah朝っまり実験王朝の始租BarhaTeginである｡藤田はBirhiと慧超

との所得を短絡させ,実験王-阿耶-BarhaTeginとみたのであるO

-方,Fuchsは ｢DiesesLandwarfriiherunterden Herrschaftseinfユuss(王化)der

K占nまgeYonKapi畠a(廃寮Nordost-Afghanistan);deswegenunterwarfsickder甘ater

(阿耶)desru-kiieh-K6nigs(Barhat曙in)nitdenTruppenseinesganzenStammes

jenemK6nigYonKapi自a.｣と謹み,さらにBarhateginに注を附して,｢Barhateginwar

derersteFiirstderneuentiirkischenI)ynastieinKapiga;WeshalbbierderVaterYon

Barhateかngennantwird,ismirunkiar.｣としている (Fucksl939,4447445,445,fn.i)0

｢阿那｣を ｢父Jと讃んだまではよかったが,｢突厳王｣をすなわちBarhaTeginと考えたの

で,廃賓王を殺して国主となったのは,BarhaTeginの ｢父｣になってしまった｡Bir豆niに

よるとBarhaTeginはK瓦bulShah朝の始組である｡Fuchsは理解できなかったのである｡

上の諾文に示したとおり,｢阿耶｣は固有名詞ないし構坂の音駕ではなく,｢父｣の意であ

り,r父｣の前にある ｢突蕨王Jとは慧超昔時の突厳王である｡そう謹んではじめてこの文賓

はいきる｡『往五天竺囲樽』によれば,かれが往訪したときK逢btil河流域とZ豆btilist豆nとの

支配者ならびに軍隊はみな突厳であったく3㌔ つまり ｢いまの楽魔王の父｣が廃案王位を纂奪

(31) 此園薗是厳賓王王化0番此薬療王阿部領一部落兵馬｡投彼腐賓王｡於後実験兵盛O便殺彼昂資王0

日盛観王O

(32) 至健駄羅｡此王及兵馬絶是発願｡- 此王雅量突蕨甚敬信三賓｡- 至覚故国｡此園無王｡有大首

領｡亦廃健駄羅薗所管｡･･･室崩賓囲o此園亦是健駄羅王所管.･･･此囲土人是胡O王及兵馬突廉 0 .-

萱謝殿図8- 土人是胡O王及兵馬但是薬療O
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した.これをBirGniとあわせて讃むと一層事態は明瞭になる(33)0 BirGniは,Brahman王朝

(HinduSh豆hi)のすぐ前の王朝である突厭王朝の出自を述べている｡EduardSachauは以下

の解樺を示している｡

TheHindushadklngSreSidlnglnKabul,TurkswhoweresaidtobeofTibetan

orlgln.Thefirstofthem,Barhatakin,Cameintothecountryandenteredacavein

K豆bul,whichnonecouldenterexceptbycreepingonhandsandknees.Thecavehad

water,andbesideshedepositedtheirvictualsforacertainnumberofdays.Itisstill

knownlnourtime,andiscalledVar.PeoplewhoconsiderthenameofBarhatakln

asagoodomenenterthecaveandbringoutsomeofitswaterwlthgreattrouble./

Certaintroopsofpeasantswereworkingbeforethedoorofthecave. Tricksofthis

kindcanonlybecarriedoutandbecomenotorious,iftheirauthorhasmadeasecret

arrangementwithsomebodyelse-infact,withconfederates.Now thesehadinduced

personstoworktherecontinuallydayandnightinturns,sothattheplacewasnever

emptyofpeople./Somedaysafterhehadenteredthecave,hebegantocreepoutof

ltinthepresenceofthepeople,whohadlookedonhim asanew-bornbaby. He

wore TurklShdress,ashorttunicopeninfront,ahighhat,bootsandarms. Now

peoplehonouredhim asabeingofmiraculousorlgln,Whohadbeendestinedtobe

klng,andinfacthebroughtthosecountriesunderhisswayandruledthem under

thetitleofash豆hiya ofK豆bul.Theruleremained among hisdescendantsfor

generations,thenumberofwhlChissaidtobeaboutsixty.(Sachau1888,Ⅱ,10).

Sachauのこの英葦にして誤りなしとすれば,Barhatakin,つまりBarhaTeginはK豆bulの

洞窟にはいって王となる資格を得る｡ひとびとの前にあらわれたときには,まだK豆bulSh豆h

ではなく,後にK豆bulSh豆hとなったことをBir正niは微妙に述べている｡これを慧超の記事と

ともに解樺すれば,｢のちにK豆bulで突廠王となったBarhaTeginは暫 くは廃寮の,つまり

K豆pi自王のKhingal王朝の王のもとにあった｡ある時鮎でそのK豆pi畠i王を殺して王位を纂奪し,

突廠王朝を開いた｣のである｡すなわち突厭王BarhaTeginはその治世を2時期にわけること

ができる.前期はK豆pi畠iのKhingal王朝の下にあった時代であり,後期はついでKhingal王

朝を纂奪して突廠王朝の始阻となった時代である.

唐の記録にあらわれた崩賓関係資料とKhairKhanaの事件をこれに加えるとK豆pi畠iに関 し

て次の歴史があらわれる｡K豆pi畠iのKhingal朝は6世紀後牛に興り,玄英の往訪時代,629年

ころには既に隆盛であった｡玄突以前606年と629年の閲にK豆bul北郊,K豆pi畠i南責のKhair

Kh豆na神殿においては奮乗のgun豆画集園,つまりKhingal朝系支配者の一波と新来 (または

(33) ｢耶｣を ｢那｣のあやまりとみて,｢阿耶｣を ｢阿 [史]那｣の誤鴛とみることはどうか.この場合

『往五天竺園侍』原テキストにおいて ｢耶｣と｢那｣を明確にかき分けていることが問題である｡すべて

｢那｣字は,その竃を ｢舟｣につくり,その勇の第三妻目を棒にせず,右に十分曲げてとめているのに,こ

この ｢耶｣字はあきらかに郡であり,那とは一線を蓋しているのであるから,阿史那ではない｡
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新興)のS屯rya集蘭,つまりBarhaTegin一派との閲で抗学があったOその結果鮎n豆紳護持

集轡は翫rya紳護持菜園に追い出され,漕矩死囲 (Z豆bulist象n)に移ったO玄葵がやってきた

629年春ごろの情勢として,BegT豆mにKhingal王朝の本蔽,そしてK豆bulにはその傘下とし

てBarhaTegin一波がいたと解樺するoLかLKApi畠i-Khingal王朝の園掘支 (Char-ilEi)荏

位を謹するであろうもっとも遅い年代である661年以後,K豆bulでBarhaTeginは,Khingal

朝を纂奪してこれにとってかわり,新しい勢力となったのである｡

Khingal朝はK瓦pi畠i-K豆bul地方のもっとも北方に位置するBegr瓦mを根接にしていたから,

このような王朝交替によってすぐさま滑滅したのではなく,ある期間にわたって存績していた

はずであるO上にのべたBegr豆m遜迩末期である最 期の終末を示す考古撃の成果はこのこと

を樽えるものであるが,一方で文教の謹接もなくはなく,『掛府元亀』外臣郎朝貢4の開元7

年(719)4月己卯の記事に,｢討毘施園｣(K豆pi畠i)の捺塞なる人物が吐火羅の大首領である羅
摩裟羅に托して獅子と五色の鵬鵡を献上したということがみえる.突蕨がK夜bulで勢力をもち,

この地方の垂心がK豆bulに移ってもなおBegr豆mは存縛し,暫くはインドとTokh豆rist豆nと

をむすぷ遠距離貿易のHindukush南麓における要衝でありつづけたであろう｡Begr豆mは

Hindukush山艦を北側のAndar豆b地方からKhawak峠を越えてPanjshir河を くだり,

Ghorband河と合流する地艶 こ位置す多という南北交通の要衝にあり,K豆pi畠主王に護透された

玄共はこのル-トによってTokh豆rist豆nにはいっている｡ しかもPanjshir地方は有数の銀鏡

を擁し,またエメラルドなど濃石を産出することで名高い｡8世紀に及んでもなおTokh瓦r-

ist瓦n経由でK豆pi畠Ⅰから朝貢があったことには以上の背景を考慮する必要があるO

廃案は唐代史料に頻繁にあらわれ,従来K豆pi昌iに比定されてきた｡ しかしこのような王朝

の交替以後はK豆pi畠iではなく,K豆bt11を指していることになるo Lかしいづれにしてもこの

比定は劇薬を狭い意味にとった場合のことであり,震い意味ではK豆pig王地方からGandhara

地方までのK瓦blll河流域をさしていたOすなわち第一に,慧超は王朝交替事件をGandh豆raの

候で述べていて,突飲まがGandharaまでを支配していたことを広めかしていること.第二に

は,囲照撰 『大唐虚元新謬十地等緩記』(大正17,715C-717C)にあ審らかである｡飼賓が大唐に

附くことを願望して来朝したのに射して使節を唐は厨賓に送った｡随行した牽奉朝 (後の悟空)

の行記がそれである｡8世紀中葉,天賓12載笑巳2月21EiにGandh豆raに到達し,｢乾陀確固
は原資の東の都城である｡王は冬はここに住み,夏は廃寮にいる｣(34)とのべ,西の都城の存在

を示唆しているのである｡西の都城はK豆blllのほかにはないO突厳王朝もまたその支配領域と

してはKhingal王朝と同じくインダス西岸までのK豆bul河流域を保っていたのである｡

(34) 至乾陀羅囲｡発音正日経駄遊園｡此郎厨蜜東都城也O王者冬居此池｡憂慮廃案O随其乾涼O以娠其性O
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玄契昔時少数勢力であり,Khingal朝に従属していた突厭は,これを墓奪するまでに成長 し

た｡K豆pi畠iを根城にするKhingal王朝は,653年に即位したぽっかりの王Ghar-i16iの時代に,

南にあらわれて北進するArab-Muslim軍との封鷹を飴儀なくされた｡KhairKh豆na道連の上

層神殿,『大唐西域記』の阿路探山は,迦畢試園の山獄としてそとに記録されたものであるが,

それは同時にK豆bul北郊にも位置している｡阿路狭山はK豆pi畠iの両界にも位置していた｡つ

まり弗実情薩償那 (K豆bul)はほとんど迦畢試の南彊である｡北進するArab-Muslim軍に最

初の封鷹をせまられるのはK豆pi畠i園の南方であり,弟栗侍薩償那こそは封ムスリム最前線に

あったのである｡KabulにあってKhingal朝に従属していた突願王BarhaTeginがまず異教

徒の軍隊と封峠した｡唐に封する710年前後の情報からもあきらかなように突厭王はさらに南

のZ豆bul地方の支配者と協力してこれに嘗たった｡Kapigiの南に位置するKabulはこの侵略

に最初はKapigi園のフロンティナとして極めて重要な位置を擦った.インドと中央アジアを

結んだ遠距離貿易の利とPanjshirの銀鋸に支えられたKhingal朝はK豆bulの突厳王に絶大な

戦力をあたえたはずである｡のち賓際にArab-Muslim軍の度重なる侵攻にこの地方の支配者

が耐えたのも,Panjshirの銀鏡を確保することができたからであろうが,こうした封鷹の中で

K豆bulは次第に本家のK豆pi岳iに封して蓉言樺とこれを凌駕する軍事力とをつけていったのでな

ければならない｡

4‥烏散特勤鹿とRTBYL

BarhaTeginのあと,突蕨の王統はどうなったか｡『奮唐書』巷198厨賓図億は,開元27年

(739)｢その王烏散特勤濃は年老いたので,上表して子である梯謀扇婆に王位を嗣がせること

を請うたので,これを許可し,よって使者を降して朋命した｣(35)と｡『腐食要』巻99厨賓囲侍

は ｢子｣を ｢嫡子｣とするほかは 『膏唐書』と同文である｡一方,『析府元亀』外臣部封析2

はこの記事を開元26年(738)10月の候に掲げる.年次は一年早く,月は十月としている｡年次

はどちらが正しいかわからないが,これらの記事は,厨賓において王の交代が738/739年以前

にあり,烏散特勤濯なるK豆bulShahが高齢のために退位し,その嫡男である沸萩眉婆が登位

した,というのである｡抹萩腐婆は,｢婆｣を ｢裟｣によみかえてHumbachが貨幣のBactria

語銘に蓉見した栴碗FROMO/KHCORO(FromKesaro-ローマ皇帝)に嘗る(36)｡烏散特勤濃は同様

に貨幣銘にみいだされるTOrlNOT山PCONO鞄oTO(TeginUorsanShah)ないしtgyn'hwr"S"n

(35) ｢開元｣二十七年｡其王烏散特勤濯以年老上表請｡以子株茶園婆嗣位｡許之.仇降使筋命O

(36) Humbach1966,20ff｡Humbach1983,303-3090 From Kesaroは｢(東)ローマ皇帝｣の意で

あるが,なにゆえに厨賓王がそのような名をとったかはいま問題からほずれるのでHarmatta1969,297-

432,とくに412にゆずる｡
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ML壬ぐ(TeginKh6ras豆nMalka)に同定された王であるoとくに高齢だといっている鮎を考慮

すると,烏散特動感の在位は738,9年までのだいぶん長期にわたるものであったO

ふりかえってみるに,慧超の時代の突巌王,K豆bulSh豆hといえば726年ころのひとであるO

また烏散特勤塵の高齢による退位の年は738/739年より若干以前である｡さらに粟蕨腰賓王の

交代に関する記事はこの年次以前には存在しない｡ これらを考えあわせると,慧超時代の

kabulShahは烏散特勤演であった可能性が高い｡一方,慧超は,謝観閲王は厨賓囲王 (Kabul

Sh豆h)の甥であるといっている｡いま慧超時代のK豆bulShahが烏散特勤磯であるとするなら

ば,烏散特勤滴は謝魔観王の叔父に苦ることになる｡烏散特勤虜と謝親密王の父とは兄弟であ

る｡慧遠雷時の廃寮図三 (烏散特勤澄)の父はBarhaTeginであり,Khlngal王朝を纂奪した

者である｡したがって,K豆bulの粟廟王朝は,始租をBarhaTeginとし,その予である属散

特激痛が第2代である｡

次に,相葉稜の教示によれば(37),廃寮王謝馳王の血縁関係と以上の腐賓突蕨王統を念頭にし

て,K豆bulにおける突願支配の開始年代をTabariとBaはdhuriとの解樺から導 くことができ

る｡Tabari(i,2706)紘,カリフMue豆wiyah時代 (66ト680)のこととして,K象buiSh豆hと

兄弟であるZ象blユlのRTBYLの動きを述べ,Sh紬 がRTBYLから逃げてAMLへ南下 し,

Arab-Muslim軍に服従したと記述している｡慧超から導き出される周密謝馳関係も腰寅王と

謝馳王の父とが兄弟であることを述べ,血縁関係に関しては巣質の史料が奇しくも同じことを

示している｡山方Bal豆dhuriは,IbmSamurahが難攻のK豆bulを665年に陥落させたことや666

年にK豆bulSh豆hがKabulを奪回したこと,あるいはRTBYLがZ豆bulist豆n,ar-Rukhkhaj,

Bustを支配することになった事態を述べる (宿業1992およびMurgotteni969,146ff.参照)O

これをTabarHこ照らすと,K豆bulを奪r"ujしたsh豆hが逃げてしまったことになるOMarquart

(1901,38)とRahman(1979,66)は,TabariにおいてRTBYLとK豆bulShahとの役割が

逆碑しているためにこの奇妙さが生じたとみるDShahとRTBYLとの役割が逆樽 しているの

が事薫であることを確かめたのは相葉穣である｡候補となる支配者をすべて掲げると,K豆pigi-

Khingal朝の王,『大唐西域記』漕矩叱園王 (稽葉はZ瓦bulist瓦nの土着の王とみる),漢文資料
にあらわれる廃寮の突厳王と謝鶴の実験王であり,この4着のうちTabar王のsh豆hに該富する

可能性が一等高いのが誰であるかを消去法で逐一検討したのである｡そこで,朽葉はこの記事

とおal豆dh11rまとを組合して7世紀後半におけるK森bul-Z豆bulの歴史を以下のように構成するo

Mù豆wiyahの生前,すなわち680年以前,多分665年のIbnSamurahによるK豆bul攻撃に

KabulSh豆hはいったん破れたが,翌年666年にはK豆bul奪回に成功した｡その後,K豆bul

Sh瓦hとRTBYLとは仲違いし,RTBYいまK豆bulShahからにげて,SistanにあったIslam

(37)以下の論述は稽葉穣1992および稽業務との検討にもとづくO
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勢力であるSalm b.Ziy豆dの下にはいった｡Salmb.ZiyadというのはIbnSamurahと交代

したSist豆n線菅であり,IbnSamurahは670年にBasraで死ぬ (Bal豆dhuri,147)｡ したがっ

て総督の交代は666年と670年の間の4年間である｡Salmの下へRTBYLがくだったのはこの

4年間以後である｡ そうしてMucawiyahの死後,680年以後にIsl豆m勢力下にあった

RTBYLは自らの土地をArab-Musllm軍から解放して衝立し,Kandah豆r方面に居座ったので

あると｡

ここで注意しておかねばならないことは,Kabulを奪回したK豆bulSh豆hと,RTBYLと兄

弟であったKabulShahとを同一人物とみる謹接はないことである.それどころか,賓はこの

繭KabulSh-ahは異なった人物であり,奪回 したKabulShahはBarhaTeginであり,

RTBYLと兄弟のKabulSh豆hは漢文資料にあらわれる烏散特勤濯, 貨幣銘のTegin

KhorasanSh豆hである｡両K豆bulSh豆hがTabariやBal豆dhuriにあらわれる年代の狭間にお

いて,突願王朝はBarhaTeginから烏散特勤痛へ交代するのである｡このことは後に検討する｡

Tabariにあらわれた事柄を詳細に検討したRahman(1979,66,fn.26)によれば,Tabari

の記事における ｢Mù豆wiyah時代｣というのは正しくはカリフYazid時代 (680-683)である

という｡理由は簡単｡Salm b.ZiyadはMùawiyah時代ではなく,Yazid時代の絶督だから

だというのである｡しかし,相葉は指摘する｡｢Mù豆wiyah時代｣の方が正しく,｢Salm b.

Ziy豆d｣の方があやまりである可能性も嘗然あり,はかの将軍と混同していることも十分考え

られると｡そこで,以下の二つの場合が想定されるあろう｡(1)Yazid時代 (680-683)とす

るならば,680年と683年との間の時鮎でRTBYLはK-abulShahから逃げてSalmb.Ziy豆dの

下に降り,683年以降にRTBYLはそれから離脱してKandah豆r地方にいすわった｡ (2)

Mù豆wiyah時代 (661-680)とする鮎を活かすなら,661年から680年の間にRTBYい まK豆bul

Sh豆hから逃亡,680年以後にRTBYLの離反があった｡

Bal豆dhuriによれば (Murgotten1969,149),RTBYLは686/687年ころ Àbaal-̀Afr豆'

(sist豆nのwali)によって殺された(38)｡またBaladhuri(Murgotten150)は693/694年に

RTBYLが ÀbdAlはhb.Umayyaと戦っているとする｡殺されたRTBYLが戦っているは

ずがないから,686/687年と693/694年との閲のある時鮎でRTBYLの代替りがあったことに

なり,この時鮎以前のRTBYLはⅠ世,以後はRTBYLⅡ世である｡

さて,Tabariのいう7世紀後牛という時代,K豆bulSh豆hと逃げたRTBYLI世とは兄弟で

あったから,オジオイ関係となるのはRTBYLII世とKabulShahである.一方慧超のいう726

年の時鮎でオジオイ関係にあったのは眉賓国王 (K豆bulShah)と謝願園王 (Z豆bulist豆n王)

である｡RTBYLII世は686/687年にRTBYLI世の死をうけてRTBYLとなり,イスラーム資

(38) Yàqdbi[HistoriaeⅡ,324]は ÀbdAllahb.Umayyaが殺したとする｡
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料はそれ以後あらたなRTBYLが立ったことをいわないので,RTBYL正世は慧超の時代 (726

年)にはなお在位し,扇賓国王とオジオイ閲係を探っていたとみることができる｡一方,漢文

資料も,謝殿 (Z豆b最ist豆n)に楯して780年,710年の記事では朝貢のあったことだけをいい,

樹立のことをいわない0720年の記事で廃寮国王とともにはじめて謝鹿図三葛羅連立項利費鷲

屈爾が筋立されたことを樽えるのみである｡このことはRTBYLⅡ世が誓屈爾と同心人物であ

ることを示唆する｡

『筋府元亀』外臣部封筋2の開元26年 (738)10月の記事は,烏散特勤灘が沸莱廓裟 (婆)に

譲位した記事のほかに,｢謝廃園王誓願卒｡封英子如夜孫達｣と記し,この年にZ豆bulist豆n済

王として如没孫達が衝立されていることも俸えているO廃案と謝巌との南国の王が奇しくも同

時に樹立されていて病者がなんらかの聯関の内にあった雰園嘉が感じられるのであるが,それ

はともかく,誓艶と替屈爾は同一原音を想定せしめるから,738年に筋立された誓願が720年に

朋･立された誓屈爾であることは確かである｡この記事はほかの諸国の同様な記事とともに-托

して記錬されたものであり,記事の末尾に ｢死は他年にある｣と特記する.つまり,誓願-宮

尾爾-RTBYLⅡ世の死は738年以前であるし,烏散特動感の退位もまた738年以前であるo

K豆bulSh弘 とRTBYL三世とがオジオイ開孫を長く嬢けていたことと烏散特動感の高齢退位

とを加味すると,RTBYLiI世のオジとは烏散特動感をおいてほかには候補がないのであるO

そうすると,慧超時代の廃寮園王も鳥散特動感であり,烏散特動感の父が纂奪者なのであるか

ら,烏散特動感の父がBarhaTeginであり,麿散特勤演とRTBYLI世とが兄弟であった｡こ

の場合,慧超は厨賓王は謝馳王の阿叔としるすからRTBYL工世は兄,烏散特勤蔵はその弟で

あり,烏散特勤膚は誓屈爾(誓願,RTBYLⅡ世)の叔父であるO

この穀を基に纂奪以後の事態をみると,Tabariの記事の,RTBYLI世がK豆btilSh義hのも

とから逃げた原因を稽糞が想定するよう碁とBarhaTeginの後塵者率いに兄が破れたからともみ

られよう｡印位した烏散特勤演が主人となったK豆bulからRTBYLI世が逃亡 し,Arab-

MllSlim軍に服従したということは,共同で封Arab-Muslim軍として戦った兄弟にして異常

な事態であり,弟の登位をその原因とみることは蓋然性が高い｡したがって烏散特動感の登位

年代はRTBYLI世の逃亡前後である｡すなわちRahmanのTabar王解秤にしたがえばYazid

時代を手掛かりに,680-683年のある時粘以前であるO

これに封する別案は逃亡をMù豆wiyah時代である661年から680年の問にみることであるo

LかLBegr豆mにいるKhinga】朝のGhar-i16日ま661年になお修鮮都督に朋立されていて,この

時鮎では烏散特勤藤の父たるBarhaTeglnはまだ纂零をしていず,いわんや烏散特激痛と

RTBYLの仲違いが起ころうはずがない｡Arab-Muslim軍がK瓦bulへ出現をするのは,

Bal豆dhuriによれば665年のIbnSamurahによる環欄が最初であり,666年はK豆bulSh豆hの

K豆bul奪回があった年であるOこのころよりKhingai朝下のK豆btilの突飲ま (k戻bulSh豆h,
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BahraTegin)は相富な軍事力をつけてきたのであり,その結果Khingal朝にとってかわる事

態がおこったのである｡したがって,BarhaTeginの墓奪とそれ以後の事件 (BarhaTeginの

後継をめぐる兄 RTBYLと弟烏散特勤癌との苧い, およびその結果であるRTBYLの

Z豆bulist-an向け敗走)を666年と683年との閲に求める｡Rahmanは666年にK豆bulを奪回した

事件をもってBarhaTeginの纂奪とみたが,かれはBegr豆mで纂奪事件があったと思い込ん

でいて,K豆bulでおこったという税鮎をもっていない｡K豆pi喜i-Begr豆mによっていたのが

Khingal朝,K豆bulによっていたのがTiirk(K豆bul)Sh,ahであり,Begr豆m は7世紀末には

すでに衰退にむかった謹接があるから,そこでBarhaTeginが纂奪し,そののちそこで勢力を

横大 したとは考えられない｡纂奪はK豆bulで起こった事件であるとみることによって事態は整

合する｡RahmanのようにBarhaTeginの纂奪の正確な年次を定めることはできない｡以上

の諸王統の関係 (下表)と歴史認識にもとづいてその貨幣を検討する｡

[Kapi畠i-Begram] [K豆bul]

Khlngal(馨華)
(550年代ころ)

Sかya紳集園 封
(606と629との閉)

lz豆bulist豆n]

自una神業園-大唐西域記槽矩托国王

Char-i16i(馬堀支)
(653-661-?)

BarhaTegin(慧超侍の突蕨王の阿耶 606-629-?)

- 一 一 二 一-

弟Qarada己1Tegin(TeginShah) 兄RTBYL I(?I 686/687-693/94)
(葛羅達支特勤) 661-680または680-683:Kabulから逃亡

TeginKhorasanShah
(烏散特勤渥680/683-138t.a.q.)

l
Phrom Kesaro(738t.a.q.)
(排春闘裟)

RTBYL Ⅱ (誓屈爾-誓願-738t.a.q.)

RTBYLⅡ (如没練達 738t.a.q.-?)

Sri箪hiKhlqlg豆1a-Uddiy叫aS豆hi(745t.a.q,)
(畠riV豆sudeva勃旬準)

V.7-8世紀における突蕨王朝の貨幣

1.K豆pi畠i朝下にあったK豆bulのTiirk支配者BarhaTeginの貨幣

K豆pi畠i朝下にあった時代のK豆bulのmrk支配者BarhaTeginの貨幣を第 2群の第Ⅰ型式,
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すなわち三叉戟冠系貨幣第Ⅰ式に同定するoその貨幣が覆う年代の幅は606年と629年の閲の時

鮎から661年以後680年と683年の間の時鮎まである｡以下に同定の経緯を記す0

年東冠ではなく,三日月状の弧が下から三叉我の戟身を受ける型式の冠がある (縁板Ⅳ:7-

11,E.225-230,231;囲版Ⅴ:1-12.E.232-234,236-239;陶版Ⅵ:i-4.E.252,253,257,258)O

三叉戟冠である｡これには三日月状弧+三叉我のセットを3組つけたもの (固版IV:4-ll,固版

Ⅴ:5-8.E.225-231),2組のもの (固版 Ⅴ:1-3.E.232-233),ひとつだけのもの (囲版V:4,

9-12,囲版Ⅵ:1-4.E.234,236-239,252,253,257,258)の3種類が認められ, 3櫨っけたも

のには冠帯を後頭部でむすんだことをしめす巾の表現がない｡この3種類は支配者の違いか,

ないしは貨幣全健の簡便化の所産か,わかれるところであるO銘文は3種類とも ｢pkiMK｣

管,くずれの程度は同じであるから同時代の支配者の違いかもしれないOあるいは,退化 した

銘はそのままで貨幣上の細工の都合上王冠の細部をこまかく表現する手間を省いた結果,ただ

ひとつの三叉戦であらわすことになったともいえる｡しかし前者を背走するにたる手掛かりは

ないoつまりいま取り扱っている地域時代においてK豆pi畠iのKhingal朝を措 くと3種類の王

冠をそれぞれあてていくことができるような,そんなにたくさんな王統はないのである｡そこ

で後者の場合はどうかというと,抄とつだけ三叉我をもった貨幣においてのみBactTia語の銘

SriSh豆hi-をっけた貨幣があることにきづく｡のちにのべるようにこれを意味の不明になった

パフラヴィ一銭を明確な意味をもったSriSh豆hiに換えたと理解すると,王冠表現が簡便化し

た最後の段階の貨幣においてこのような銘の饗化がおこったとみることができるのである｡

はなしを元にもどすと,王の肖像はNspkiMIJD-sh銘牛頭冠系貨幣のものと類似 しているo

牛頭冠のかわりに三叉戟冠をおいたようなものである｡銘はNspkiMLD-sh型式より簡便化

してpkiMKであり,これは牛頭冠系貨幣pkiMK式緒と退化の程度が同じということにな

るO字形は資にいい加減で,流れるように書かれ,すべての文字を刻まず,Kが目立っておお

きく書かれる特徴があるO牛頭冠系貨幣の初期の精微なものと比較すると,とくにこのK字が

だらしない ｡ 山方 裏面 (reverse)をみると,これはNspkMLD-sh銘貨幣と繋がる要素を

はっきりもっているoNspkiMLD-sh銘貨幣には特徴となるマークがあるO舞火壇の上方左右

に珠鮎で構成する小さい軍国を置き,圏の中心に一味難をいれるものである,｡初期の年頭冠系

貨幣であるNpkiMIJK-a銘の貨幣では同じ位置に,珠翫ではなくて線描の中歯観があり,野

内は極を以て車輪状につくっている (囲版Ⅰ:卜4,8,≡.198,205)oNspkMLD-sh式貨幣の珠

粘囲圏はこれが耽って簡素化 したものである｡三叉戟冠系貨幣はこの珠鮎凝固を年頭冠系

NspkMLt)-sh銘式の貨幣 (固版Ⅰ:ll,12.E.221;固版Ⅱ:ト12.FJ.222)と共有することに

よって年代上これとほぼ並行する｡しかし銘の退化を考慮すれば三叉戟冠系貨幣の銘はpki

MKであるから,NspkMLD-sh貨幣と完全に並行関係にあるのではなく,それより若干遅れ

て出現したのであろうO牛頭冠系貨幣をKapi畠iのKhingai朝の貨幣に同定してこのような南
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者の関係を踏まえた場合,三叉戟冠貨幣はKhingal朝とまったく無関係な貨幣ではない｡そう

すると三叉戟冠系貨幣は,(1)K-abulのBarhaTeginのものか,(2)KhairKh豆naの抗争後王

冠をかえたKhingal王朝のものか,である｡もし(2)だとしたら,抗争後なぜ冠をかえたかと

いう不自然な問題がおきる｡ちょうど660年ころから北進してくるArab-Muslimに封鷹を直接

迫られることになったのはKabulの突厭王である.玄笑のころにはまだひっそりしていた

KTabul地方もそう呑気にしてはいられない｡この封鷹の中からK豆bulの突厭が勢力をつけだし

たとみることは既にのべた.慧超がその実厭王の出自侍説でいうようにK豆pi畠i王の磨下であっ

た突頗王が勢力増強とともに貨幣をも饗行することになり,その組範をどこかに求めたと傾定

した場合,Khingal朝の貨幣を組範としたとみることに不思議はなかろう｡しかし王冠だけは

Khingal朝の牛頭冠というわけにはいかない｡冠は猪白のものでなければならない｡三叉戟冠

をもった貨幣は牛頭冠系貨幣との型式差からみてもK豆bulの突厭王朝に頗属させておくことが

自然なのである｡

三叉戟冠型式の貨幣群には一種類だけSas豆n貨幣を摸倣したものがある (囲版Ⅴ:418.

E.231)｡貨幣の表面裏面ともに垂圏があり,重圏の外の四隅に三日月状弧+星をおく｡このや

りかたはHusravⅡ世の治世第26,27,36,37年 (各々AD615/616,616/617,625/626,626

/627)特別費行の貨幣にあるのみ｡三叉戟冠系pkiMK式貨幣の年代はHusravⅡ世の第26年

(615/616)以後になる｡ここで再び年代としてKhairKhana抗雫 (606年と629年との閲のい

つか)を考慮すると,このSas豆n式を踏襲した型式の貨幣は大約KhairKhana抗雫後といっ

てよい｡

一方,三叉戟冠型式貨幣には一貫して共通のマークをっけていることも特徴である｡このマー

クは,牛頭冠型式の貨幣のうちで銘がいちじるしくくずれたE.203,204,267-271(囲版Ⅲ:

1-10)やSas豆n貨型式E.265,266(囲版IV:1-3),あるいはE.24ト243(囲版vI:6-8)にあら

われるワイングラス風マークとは全く異なったものである｡この違いは貨幣製作地の違いでは

なく,支配者の違いである｡三叉戟冠系貨幣はBarhaTegin系K豆bulの突厭のものであるか

ら,この種のマークは突厭のものであろう｡マークは一方でエフタルの貨幣,つまりG6blが

いうところのKhihgila(E.36,37,39-44,49-53,56,57,61,63165,68,70-74,78,80,81,

86,92,105,107,112),Toram豆na(E.113,117,118),Mihirakula(E.158,159,161,162)

にあらわれている (G6bl1967,Bd.III参照)｡エフタルの貨幣とK豆bulにあらわれた突廉の貨

幣とにあらわれたこのマークを偶然の出現とみるわけにはいかないであろう｡そこになんらか

の意味があるとすれば,エフタルはしばしばいわれるようなイラーン系ではなくTiirkとなん

らかの関係をもっているとみることであろう｡しかし本論冒頭で述べたようにK豆bulの突厳を

エフタルの残樺とみることに梼曙する立場からいえば,エフタル印テエルクではなく,エフタ

ルが北西インドへと進出したときにその傘下にテエルクをも含んでいたとみたい｡K豆bulに突
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願が出現する時期をKhairKhanaの抗争にみることはエフタルの消滅年代 (560年代)か らみ

て安雷である｡以上の貨幣をまとめると以下のとおりであるO

第2群第 Ⅰ型式

(1)表面 :三線は牛頭冠系貨幣のうちでNspkiMLD-sh緒をもつ---･群の像と類同するO三だ冠は

頂上に三日月状の弧を置き,その上に三叉戟をう妄さるO三叉戟の数に3,2,1の3タ

イプが認められるが三者間に年代差は認められない｡

緒はpkiMKであり,牛頭冠系貨幣のpkiMK式銘(IC式)と退化が同程度であるO
字髄はだらしなく,特に淀において著しいO

(2)裏面 :拝火壇上方左右に珠鮎によってつくられた囲圏のマークがある(E.225-229,232,234)O

これは牛頭冠系貨幣のIB式と同式であり,これによって両者は年代上並行する｡

(3)三E3月状の弧が脚のある墓にのったようなマ-クがすべての貨幣の表面に認められるO 牛頭

冠系貨幣のFJ.203,203,265,266,267-271など後期に展する貨幣に認められるワイング

ラス風のマ-クと好封照をなしている｡

a,S豆S豆n貨幣を摸倣した貨幣 緩.231)

表裏南面に二重圏があり,裏面では圏外の四隅に三日月状の弧+崖を置く｡これはHusravⅡ世の

第26(AD615/616),27,36(A‡)625/626),37年に登行した貨幣に認められるから,この貨

幣の年代はAD615/616年以後であるO

2.初代K豆bulSh豆hとしてのBarhaTeginの貨幣

K豆pi畠三朝をBaTilaTeginが纂奪し,初代のK豆btilSh弘 となって挙行 した貨幣は三叉戟冠

系貨幣 熱 ‡式 (gr主Sahi銘)貨幣と狼冠系貨幣第 三式貨幣 (gr三Ra/k豆r王銘) である.以下

にその同定にいたった経緯を記す｡

三叉戟冠型式の貨幣はひとつだけ三叉戟をっけた冠の貨幣においておおさな健化があらわれ

る.貨幣上のはかの構成要素は変わらないのに銘だけがかわるのである｡冗.236-239(固版V:

9-12),E.252,253,257,258 (囲版Ⅵ:卜4)においてPahiavi銘は消滅 している｡諾.236(固

版V:9-il)では,Bactria文字でCⅠ)iO塾ATIO,E.237(国版Ⅴ:12)ではCPIOLhOTI,
あるいはE.252(擦版VI:1-2)ではBrahmiで鮎iS豆hiとなっているO臥236では2種類の小

さいcountermarkが打刻される｡一枚に2種類の場合もあれば, どちらか 1種類の場合 もあ

るOいずれもBr瓦hmi文字をすくなくとも2文字もつものである｡

三叉戟冠式貨幣における壁化は単に銘がPahlavi銘からBactria文字銘やBrahmi 銘にかわっ

たのだというだけではすまされない問題である｡軒に銘はpkiMKではなんのことか意味が通

らなくなっている｡それをこのような明確な意味をもつ銘にかえたのである｡三叉戟冠貨幣を

蓉行 したとみられるK豆bulの突庚王におおさな愛貌をみないわけにはいかなUo嘗該の歴史に

おいてはじめてあらわれたBrahmi 銘は嘗然のことながら突厳がK豆bul地方ばか りでなく,
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Kashmirを含めた東方,北西インドを意識したことを物語る｡ この奨貌を私はK豆bulの突厳

のKhingal朝纂奪に求める｡つまりBarhaTeglnはKhingal朝下にいた昔時は三叉戟冠式貨

幣に同時代のKhingal朝の貨幣と同じ銘をいれて尊行していたが,Khingal朝を纂奪すると,

銘を完全に入れ替えて畠riSahiとし,あらたに貨幣を専行したとみるのである｡gri串hi銘

を打刻した三叉戟冠式貨幣はB王rGniのいうK豆bulSh豆hとしてのBarhaTeginの蓉行にかか

るものである｡

纂奪したBarhaTeginは最初Khingal朝系ともいうべき貨幣をっかって銘だけを改めたが,

次に貨幣型式自身を改める｡突厳を標樺する ｢狼｣(EmelEsin1972参照)を冠頂につけた貨

幣を蓉行したと考える｡これも王肖像や貨幣の裏面の形制はpkiMK式貨幣を襲用したもので

ある (E.254.囲版Ⅵ:5)O銘にはBr豆hmi を使用し,griRa/k豆r王(?) とある｡Barha

Tegin費行の第2型式である｡突蕨王朝としてのBarhaTegin貨幣を表にすると以下のとおり

である｡

(1)第2群 (三叉戟冠系)第ⅠⅠ型式貨幣 (661年と683年との聞):纂奪以後のBarhaTegin(1)

例 :E.236,237,238,239,252-253,257,258

冠:三叉戟をひとっ附けた冠｡

銘 :CPI0 秒ATIO(-SrioShauio,SrioShauo)/gri箪hi(Brahmi)｡
(2)第3群 (狼冠系)第 Ⅰ型式 (661年と683年との閲):纂奪以後のBarhaTegin(2)

例 :E.254:

(1)表面

王像 :Npki型式｡

冠:狼 (左右に巽)+(三日月状の弧+光空屋)-烏散特勤虐貨幣に相績される型式｡

銘 :白riRa/k豆ri(?)(Br豆hmi).

(2)裏面

E.252と並行ないし以後｡

3.第2代K豆bulSh豆hの烏散特勤慮時代 (728-738[t.a.q.])の貨幣

BarhaTeginの息であり,RTBYL I世の弟である第2代K豆bulSh豆hには葛羅達文特勤な

る栴鋸をもった時代と烏散特勤演なる構我をもった時代 (728-738[t.a.q,])がある｡前者につ

いては後述し,ここでは後者の貨幣を狼冠系貨幣第Ⅱ型式 (SriVahiTegin/TeginKhorasan

MLK-K豆bulSh豆hⅡ世第2式)に同定する.同定の手緩きは以下のとおりである｡なお固版

Ⅵ:9-12と固版Ⅶ:1-12のE,208,209,240,244,246,255,256を参照されたい｡

烏散特勤濃は738年ないしは739年のころ高齢によって退位したことを前にのべた｡ ここで特

に注意せねばならないのは,G6blが讃んだE.208貨幣 (囲版Ⅵ･.9-12,囲版Ⅶ:1-4)の銘Vahi

TeginをHumbachがVrahiTeginあるいはSahiTeginと謹み,それをBarhaTeginに富て
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たことである (Humbach1966,6b)｡その貨幣とは表面に重囲をっくり,内圏と外囲との間に

畠riHitivraKhaTal豆vaPaTame畠vaTa/畠r三VahiTegiriユ)evak豆r擁rpのBr弘rn三銘を,内

圏の右にBactria文字でCPI塾OTO(SriShahi)銘を入れ,さらに裏面にも重圏をっくっ

て,内圏の内側右にPahlav王文字でtgyn'hwr"良"nMLK'(TeginKh6r豆S豆nMalka)と,義

にPahlavi文字でhptwhpt"t(haftohaft豆d==77)とをいれたものである｡貨幣表面につく

られた重囲の間に銘を入れる例は,G6blによると,Arab-S豆S豆n式貨幣においてAH60年から

AH83年,すなわちAD682からAD703にあらわれる型式である｡これに準揺すると,うえの

銘をもつE.208貨幣はこのArab-S豆S豆n式にそのまましたがったものであり,さらにE.209

(囲版Ⅶ:5),244(畠r三VajaTa/Vakhudeva銘)(囲坂問:10),211-216(griVastLdeva銘)

(囲版Ⅷ:7-12),247-251(ForomoKesaro銘)(国威Ⅶ:2-6)はみなこの例にもれない｡した

がってこれらはすべてAD682を上限とする貨幣である｡筆者の立嬢によれば,(D Barha

Teginの纂奪は661年と683年との閲である｡(2)その子供たちK豆bulSh豆h(弟)とRTBYLI

世(兄)が後継者翠いをし,破れた兄がKandahar方面へ逃れたのは683年以後である｡(3)莱

K豆bⅥlSh豆hはのちに烏散時勢礎の稀嚢をとることになったひとである｡これにE.208貨幣の

上限がAD682であることを加味すると,年代の鮎でこの貨幣をBarhaT曙inのものとみるこ

とは不可能である｡VahiTegin,VrahiTeginはBarhaTeginのことではなく,穣yn'hwr"

ら"nMLK'をもって蓉行者とみなければならない｡したがってこれら一連の貨幣は烏散特勤藤

とその後強者のものか,あるいはRTBYLI世とその後継者のものであるoLかしいまFJ.208

のTeginKh6ras豆nMLKはHumbachが正しく認めたように烏散特激痛に相嘗するから,こ

の一連の貨幣はBarhaTeginの後強者烏散特勤演とそれ以後のかれの系列に凝する支配者の貨

幣であり,RTBYLI世系列のものではないO

烏散特勤演がPahlavi貨幣銘u(O)rsanもeginsh豆h,u(o)samteginsh豆hにあたれば,パク

トリア語でteginuorsansh豆hとあるE.240(圏版Ⅶ:7-8)も烏散時勤磯のものにはかならな

い｡E.240の冠は狼冠ではないが,このシリ-ズ中には右向きの狼頭を刻んだcountermark

(KM101,G6blによる)を打ったものがあり,このcountermarkを打刻することによって狼冠

をかぶった王像をあらわすことと贋健を同じくしているのである｡uorsanはkh6T豆S左nであり,

｢東｣を意味する｡G8blはこれを地名とみてホラサン地方とするが,そうではない｡貰時ホラ

サン地方はArab-Muslimのもとにあったし,またK盈blllSh豆hがすでにアラブの支配下にあっ

たSist豆nをこえてホラサン地方をわがものとかんがえたわけはない｡これを単に ｢東｣を意

味するものと解すると,Pahlaviで 噛yn'hwr"S"nMLK"とあるE.208も,銘文はパクトリ

ア語とPahlav王とのちがいはあるものの,やはりE.240と同一王の静行,つまり烏歓待勤演の

貨幣と考えてよいのである｡

ところで互.208や240などのKhorasanは馨行者が特に｢東｣を意識しているのであり,おま
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けにE.208の表面の銘は ｢白riSh豆hi｣,および ｢HitiviraKharalava陛下,Paramegvara,

VahiTegin陛下,Deva,により打刻せられたる｣といったE.240にはない一段とものものし

い銘になっている｡このことはおそらく,兄を駆逐して鋭意即位した烏散特勤癌の登位に際し

た費行か,あるいは ｢東｣を特に意識すべきなんらかの事件に際した零行かを示唆する｡ しか

し後に述べるように,烏散特勤濃が登位したときの貨幣は別に定めることが可能であるから,

｢東｣を特に意識した事件を記念した曹行と考えられるのである｡その事件がなんであったか

をとりわけ示す資料はないが,ひとつ考えられるのは廟賓が謝髄を臣従させたという 『唐書』

巻221下の謝髄園の候の記事 ｢景雲初遣使朝貢｡後逐臣厨賓｣である.臣従させた程度のほど

はあさらかでないが,それが710年以後であったことはまちがいない｡これをもって東方の支

配者たることを標梼したのであるならば,烏散特勤演たる栴弓鋸まこのとき始まったのであり,

それ以前はこれと異なった栴親をとっていたということである｡すなわち登位のときから烏散

特勤演ではなく,710年以後Z豆bulist豆nを臣従させた時鮎で烏散特勤濃となったと考える｡

これを謹するかのように,kh6r豆S豆nを映いた,軍にSriTeginshahのみを銘とする貨幣が

ある｡E.206(囲版Ⅷ:1)である｡719年あるいは720年に唐が認知した厨賓突魔王の栴窮は葛

羅達支特勤であって,烏散特勤癌ではなかった｡すなわち 『菌唐書』巻198と 『析府元亀』外

臣部技術では719年 (開元7)に厨賓国王葛羅達支持勤を筋立したとし,『筋府元亀』外臣部封
珊2と 『唐合要』巷99は720年 (開元8)のこととしていて,719/720年時鮎ではK豆bulShah

は葛羅達文特勤である｡葛羅達文特勤はQarada己iTeginと解され,森安孝夫氏の教示に従う

とトルコ語でqarada6iは ｢(園を)見る者｣であるという (桑山編1992:136)｡それがuorsan

(東方)をふくんだものとみるならば,烏散特勤鹿という栴窮をとったのは,710年以降719(ま

たは720)年以前だということになる｡一方,わざわざ葛羅達支特勤,烏散特勤演と異なった表

現をつかっている鮎を重親し,両者が異なった稀親であって,烏散特勤濃淡が葛羅達支持勤よ

り一層おおさな構競であるとするならば,はじめ葛羅達支特勤であったのが,烏散特勤演へ変

わったとみなければならない｡そうすると,｢景雲の初め｣以後という時間帯は719/720年を

こえるひろい時間とみる必要がある｡構嚢の饗化は719(または720)年以後となろう｡

ここで注意すべきことはE.208の裏面にあるhptwhpt"t(-haftohaftad-77)という年

紀である｡この年記の讃みは77年と確定しているが,紀元はさまざまであり,Hijra暦は論外

としてもYazdkart紀元かPost-Yazdkart紀元かでわかれるoLかしいま上にのべた栴東壁化

にかかわる年次があたえられると,紀元問題も確定するのである｡つまり77年は,Yazdkart

紀元であるならばAD708年,Post-Yazdkart紀元であるならばAD728年である｡708年は栴軟

撃化にかかわるいずれの年次よりも以前であるから嘗たらない｡77年とはすなわちPost-

Yazdkart紀元77年であり,AD728年が正しい.728年にK豆bulShahはその栴窮を葛羅達支

特勤から烏散特勤癌へかえたことになる｡この場合注意せねばならないのは,『唐書』謝髄園
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樽は ｢後逮臣廃寮｣の次に ｢開元8年(720),天子筋葛羅達文竃利驚誓屈爾馬王｡至天資単数

朝巌｣と記して謝泉観痔の記事を終わっていることであるO葛羅達文頚利蓉誓属爾が謝勉王に

燃立されたことをもって廃寮の謝艶支配が終わったとみるならば,廃賓が謝艶を支配 したのは

開元8年までのことととれるO葛羅達文苛利番誓屈爾が謝馳王に射立されたからといって廃寮

の支配がおわったとすることはどうであろうか｡頚利費がeltabarであるなら,廃寮謝鮎関係

からみてこの種窮が胸賓王以外からあたえられた可能性はまずゼロであり,腐賓王から授輿さ

れたのである｡烏散特勤磯への改楓 っまり周密が謝鹿を臣従させたのは728年である｡E.208

貨幣はこのような事件を記念して番行されたといえようO

以上は同一王において稀敏が埜化した場合を想定したものであるが,葛羅達文特勤と烏散特

勤濃とが別人である可能性も-魔かんがえておく必要があろう｡680-683年にK豆bulSh豆hの

兄RTBYLI世がKandahar方面に逃げたとするTabariの記事を歴史事賓とみて,逃亡を,

BarhaTeginについでK瓦bulの王となった烏散特勤涯とRTBYLI世との閲の王位継承争いの

結果とみた｡RTBYLI世は683(?)年以降あるいは686/687年に ÀbdAllahb.Umayya

(Yai癖bi,HistoriaeⅡ,324)あるいはAl元 Àfr豆'(Bal豆dhur三,149)によってS三st豆nで暗

殺され,693-694年までにはRTBYLi韮世がZ豆blユlis七夜nで立ったo LたがってK豆bulSh豆hで

ある烏散特助演とRTBYLⅡ世は叔父甥の関係にあったO-方Z豆bulist豆nの王を廃寮王の甥で

あるとする叔父甥関係は 680-683年から726年 (慧超の時鮎)まではつづいていた｡ この閲に

烏散特勤藤以外のもうひとりの腐賓王が存在する錬地は資料に照らしてありえないのであるO

したがって葛羅達支特勤と烏散特勤礎とが別人である可能性はまずない｡烏散特勤濃は,『新

府元亀』外臣部封筋2のごとく,738年 (開元26年10月)以前に退位した｡そうすると烏散特勤

濠の在位は688/683年から738年以前,都合55年から58年のうちに入る長期である｡ とりわけ

て ｢隼老｣をもって退位したと記す鮎に注意し,またこの長期閲にふたりの廃寮王が存在する

可能性は低いことをもって葛羅達支特勤-烏散特勤灘の長期在位を認めておく｡

なお,E.246(固版Ⅶ:9),次いでE.255(固版Ⅶ:ll)は,E.208,209の形制をそのまま襲っ

ている鮎から見て,これらに次いで磯行されたものであり,またArab-S瓦S豆n式のE.244(圏

版Ⅶ:10)もこれと多分同時期のものである｡両者の銘文は,Humbach(1966:62-64)によれ

ば,前者は ｢陛下,Vazrabtidi,敵を打倒せしむるもの,君主, 支配者｣,後者は ｢陛下,

Vazrabudi,敦を打倒するもの,君主,支配者｣とあり,はば同文だからであるO 以上を表に

すると次のとおりである｡

第3群第Ⅱ型式A:E.208

(1)表面

王像:牛頭冠系,三叉戟冠系と異なる猪白のもの｡
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冠 :連珠冠帯に三叉戟 (三叉戟冠の三叉と表現が異なる),冠頂に狼頭 (G6blはsenmurv

という)0

銘 :重囲外縁部にBr豆hmi 銘griHitiviraKharal豆vaP豆ramegvara畠riVahi

(vrahi,or串hi) TiginDevakaritap (SriSh豆hi,HitiviraKharal豆va陛

下,至高なる主宰者,VahiTegin陛下,Devaによって打刻されたる)0

重圏内綾部にBactria語緒 CPI鞄OTO(-SriShau0-griSh豆hi)0
(2)裏面

HusravⅡ世第26,27,36,37年式による｡

緒 :Pahlavi銘tgyn'hwr"S''nMLK'(-TeginKh6r豆S豆nMalk豆)/hptwhpt"t

(-haftohaft豆d-77)｡

第3群第Ⅱ型式 B:E.240

(1)表面

王像:後頭部に狼頑のcountermark.

冠 :二重連珠冠帯,正面に二重の三日月状の弧+三叉?

錯 :Bactria語銘toginou6rsanoshao(Humbachによる)-TeginKh6ras豆n

shah

(2)裏面

銘 :Bactria語銘(右)ⅩSJIONOToÅ(G6blは474年-AI)705,Humbachおよび

HarmattaはUqd-494と謹む)O(左)CIP砂POOO-SirShrado?

第3群第Ⅱ型式 C:E.246(E.208,209を継承するもの).

(1)表面

銘 :CPIBOrOOOHBO/gdh/p'gwlbgxw'tp

(2)裏面

銘 :CPIBOrOOZOPOBOOIrOCONOrOA0】〕OrOXOOOHO/sp"Shmr't/

Z'wlst'n

第3群第Ⅱ型式 D:E.244.

(1)表面

銘 :畠riVajara/VakhdevaCPIBOI100ZPOBOOIfloCONOONOBOrO

XOOOHO

(2)裏面

銘 :p"Shmr't/'pzwn'CPIBOrOOOHBOBOrOOIIloKOr10NOCO士BOrI

第3群第Ⅱ型式 E･.I.255,E.256..

4.第2代K豆bulShahの葛羅達支特勤時代の貨幣

第2代K豆bulSh豆hの葛羅達文特勤時代 (683-728)の貨幣は冒頭にのべた第 5群 (すなわ

ち非狼冠系の貨幣)第 Ⅰ式 (NapkiMLK式)(SriTeginShah/SriShahiTeginSri,また

はSrimadiv6/paresri-K豆bulSh豆hII世第 1式)である｡年代はおそくも683年から728年

までである｡囲版Ⅷ:1の貨幣･E.206および207を参照されたい｡なおE.206の銘は次のとおり

である｡
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E.206 (1)表面

CP三TOr三NⅠ塾OYO-SRⅠTOGrNOShAuO

(SRITOGINISvhAUO,SRITAGINO ShAUO)
(2)裏面

畠R享MAijivE/PARE畠Ri+wyst(-20)

TeginSh豆hの稀淡を銘とする貨幣にはさらにE.206,207がある.E.206の裏面の挿火壇の右

のBrahmi銘をG6blはSrimadive/paresriと讃んでいるが,Humbach(1966,60)はSri

sahitiginasriとまったく異なった誼みを輿えている｡いずれにしても,TeginSh豆hの構淡

を漢文資料に照らすと ｢烏散特数滴｣に示された ｢特勤磯｣があるばかりである｡したがって

これらも(烏散)特勤液の貨幣である｡かくのごとく(烏散)特勤濃の貨幣は多岐にわたり,また

豊種類ともに多いOこのこともかれの在位が相雷に永漬したこととかかわるO

さきにE,208が (烏散)特勤演の登位記念貨幣ではないとしたのは,E.206の存在を念頭に置

いていたからである｡この貨幣の表面の王像は牛頭冠型式のE.201(園版Ⅰ:6)に近似し,ま

た貨幣の型式としてはgriRa/k豆ri銘をもったE.254(囲版Ⅵ:5),つまりBarhaTeginのも

のを襲っている｡貨幣の王像形式の観鮎からすると,E.206はK豆pi畠Ⅰの先行王朝の馨行にかか

る牛頭冠系か,あるいはK豆bulの突蕨王の葡行した三叉戟冠系を健承している｡ところが

E.208の三冠は,二茎の冠帝をっけた低い冠帽の,前面にはおおさな二重の弧とその上に三叉

をおき,側面には羽のような装飾を置いたものであり,三叉という細部において繋がりは認め

られるものの,全磯には牛頭冠や三叉冠と違いのである｡この鮎から(烏散)特勤濃が登位に際

して潜行した貨幣は,E.208であるよりも,E.206とみるほうが自然である｡すなわち銘文から

みても,(烏散)特勤演は登位時鮎では ｢烏散時勤磯｣の栴親をいまだ探らず,軍に ｢特動感｣

の構東をもっていたのにすぎなかったことがわかる｡このE.206貨幣はBarhaTegまnの貨幣を

前提にそれを継承して出現したことを示し,BarhaTeginの塘承者のものであることを十分に

示唆しているO渡文資料にあらわれ,烏散特敦盛なる韓淡をもった突魔王の前稀は不明である

が,この王はおそらくまず特勤演を名乗り,ついで烏散特勤灘を名乗ったのであろう0

5.第 3代K豆bulShah排藻屑裟FromKesaroの貨幣

第3代K豆bulSh瓦hは沸萩厨婆っまりFromKesaroである｡この王の貨幣を第5群(非狼冠

系貨幣)第Ⅱ式 (HusTaVⅡ世式a)に同定する0年代は738年 [七.a.q.]から745年 [t.a.q.]ま

でであるO圃敬Ⅷ:2006にみえるE,247-251を参累されたいo

K豆bulの突廉の王位は,BarhaTegin,葛藤達支特勤二鳥散特勤塵,沸栽腰婆,勃旬準の順

に鹿承された｡ところでFJ.247-E.251の銘はFOPOMOKHOIPOZKOPO [KHOPOZKOPO,

KHCOPO] BOrOXOOOHO(KaiservonFrom,Si曙er,HerrundHerrscher[Humbach
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1966:64-65])である｡これが梯萩廟婆蓉行の貨幣であることを確定したのはHumbach(1966:

21-22;1983:303ff.)である｡抹藻屑婆の登位は,烏散特勤慮退位のところで梱れたように,

738(または739)年よりおそくはない｡この貨幣の銘にはSriShahiとかSriTeginShahな

どの栴東をあらわしていない｡唐史上でも,排諜廟婆や勃旬準には軍に廃寮国王と前置するだ

けで,特勤とか特勤演といった構故をつけていない｡この鮎を考慮すると,SriSh豆hi,Sri

TeginSh豆hといった栴坂をもたない貨幣は,E.208の系統のE.246,244,255(囲版Ⅶ:9-ll)

を除くと,葛羅達支特勤/烏散特勤漉以外の王の貨幣にあたることになるわけである｡これに

基づいてFromKesaro銘をもっ貨幣を梯荘園婆奇行とする｡

6.第4代KabulShah勃旬準 (745[t.a.q.]-?)の貨幣

第4代K豆bulSh豆hは勃葡準である｡その貨幣を第5群(非狼冠系貨幣)第Ⅱ式 (HusravⅡ

世式)(銘は自r王Ⅴ豆sudeva)に同定する｡年代ははやくとも745年以降である.この王の退位

年代はしられていない｡固版Ⅷ:7-12の貨幣E.211-216を参照されたい｡

以上のとおりK豆bulSh豆hの貨幣を割り嘗てていくと,残る勃葡準の貨幣は自riV豆sudeva

銘をもつ一連の貨幣,E.211-216ということになる｡これらの貨幣はHusravⅡ世が第26,27,

36,37年に特別に費行した貨幣の形制を襲っている｡勃旬準は 『葛唐書』巻198,『唐合要』金
99(又射其子勃旬準薦腐賓及烏長国王｡析授左焼衛将軍｡｢其｣とはこの前文を受け排幕属裟

である.),『新府元亀』外臣部封射3(九月命廟賓国王男勃準襲父位｡筋目｡維天資四年歳次
乙酉九月乙卯朔二十二日丙子｡皇帝日｡‥‥廟賓国王男勃準｡宿承信義｡‥‥是用析命襲廟賓

国王及烏長園王｡仇授右焼衛将軍｡….)のいずれも,その筋立記事を天資4載(745)の候に載

せている｡すなわち745年に先立つ登位である｡HusravⅡ世の特別費行にかかる貨幣に基づい

てこれを摸倣した白riV豆sudeva貨幣はHusravII世の年代をさかのぼらない｡Ⅴ豆sudevaなる

銘は,はじめて烏長園 (U弾iy豆na)王をも兼ねた王がとった構坂として理解できる｡

7.RTBYLI世 (680[t.p.q.ト 686/687[t.a.q.])の貨幣

K豆bulSh豆hⅡ世のもとから別れてArab-Muslimに投下し,後にKandah豆r方面で再び猪立

したRTBYLI世 (680[t.p.q.]-6/687[t.a.q.])の貨幣があるとすれば,それはE.241-

243(囲版Ⅵ:6-8)ではなかろうか｡E.236,237(囲版Ⅴ:10-12)と型式上直接繋がる｡E.236,

237はBarhaTeginの纂奪をもって蓉行された三叉戟冠系griSh豆hi貨幣である｡K豆bulから

逃れて掲立したRTBYLI世がはじめて貨幣を蓉行したとき,王像は牛頭冠系あるいは三叉戟

冠系に範をとるしかなかったのであろう｡K豆bulSh豆hは ｢狼｣を表徴としたので (Emel

Esin1972,14ff.),逃げたRTBYLは突厳である謹接を ｢蛇｣をもった冠で示したことになる｡

この場合銘文はBaktria文字でCHPOなどとしているが,纂奪後のBarhaTeginは以前の
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Pahlavi銘をBactria銘にかえているので,その樽続といえるo Lか LG6blもHumbachもこ

の錆は責めないというOこの-連の貨幣にはワイングラスマ-タが打刻されている｡牛頭冠系

貨幣のC式の銘 (pk(i)MK式の銘)をもつ貨幣に限ってワイングラスマークをともなってい

る｡両者の関係は今後の問題である.いまRTBYLのうちでもⅠ世としておくのは,貨幣の型

式が牛頭冠系や三叉冠系の系統であり,BarhaTeginの纂奪直後とみるべき貨幣に近接 し,鳥

散特助演などの貨幣とは隔絶しているからである.そうするとRTBYLⅡ世の貨幣は [G6bl

1967〕には存在しないことになる｡これも今後に残された問題であるOこの群の貨幣を表にす

ると以下のとおりであるo

E.24ま,242,243.

(1)表面

冠:尾を絡ませた蛇を三日月状の弧形にし,左右に頑を置く｡三日月状の弧形の上に

さらに三日月状の弧+珠穀鳳麹O

-珠鮎囲頗:Ⅱ-A-2,卜A-bと共有｡

-三日月状の弧+珠鮎囲圏:後の突蕨貨幣の王冠に出現｡

(2)裏面

炎の型式:G6blによると,後期Nspk/餌 Shahiの一群の典型｡

最後に附け加えておく必要があるのは,烏散特勤藤のE.208と勃旬準のE.211-216との貨幣

にあらわれた銘parame岳varaとⅤ豆sudevaである.これらはTantraやYogaテキストにあら

われる最高位のPara-Ⅴ豆sudevaやPaTame喜varaといった殖格であり,これをもってⅤ廃uが

表現される場合があるからである (Taddei1991)Oとりわけ7-8世紀のこの地方は突厳王朝時

代にBrahmanismがさかんであり,勃旬準は745年に登位したのち,Uddiy叫a王 も乗ね,大

理石製UrdhvaretasGape畠a像を奉戯している (Kuwayama1992B)｡突蕨の諸王がこういっ

たBrahmanismにかかわる名をとってあらわれることは, この鮎からきわめて意味深いので

あるO
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国版解読

[51]-[58]の囲版はすべてG6bl1967,Bd,Ⅲに基いて桑山が配列したものである｡

囲版 I

1.E 198-16

2.E.198-28

3.E.198-29

4.E,198-32

5.E.200-3

6.E 201-1

7.E.202-1

8.E.205-1

9.E.217-1

10.E.217-5

ll.E.221-4

12.E.221-9
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組版II
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3.E.222/Ⅱ-12

4.E.222/Ⅱj3

5.礼 222/Ⅱ-21

6.冗.222/Ⅲ-22

7.E.222/Ⅳ-23

8.E,222/IV-24
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10.E.222/V-33

ll.礼 222/V-37
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囲版Ⅲ
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2.E.283A

3.E.203p6

4.m 203-7

5.E.コし):I-i

6.E.267～1

7.E.268-1
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12.E.264-1
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囲版Ⅳ

1.E.265-i

2.FJ.265-2

3.E.266-1

4.E.225-i

5∴E.225-4

6.FJ.225-24

7.i.226-3

8.E.226A

9,E.226…9

10.E.230-i
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